
 

 

 

 

 

 

 

京都市 

結婚と出産に関する意識調査 

 

【結果報告書】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年１０月 

京 都 市 
 

 



 

 

 



 

 

目 次 

Ⅰ 調査の概要 .................................................... １ 

１ 調査の目的 ....................................................................................................................................................................... １ 

２ 調査概要 ............................................................................................................................................................................ １ 

３ 調査結果の表示方法 .................................................................................................................................................... １ 

 

Ⅱ 調査のまとめ .................................................. ２ 

 

Ⅲ 調査結果 ...................................................... ７ 

１ 回答者の属性 .................................................................................................................................................................. ７ 

２ 少子化について ........................................................................................................................................................... 11 

３ 結婚について ............................................................................................................................................................... 20 

４ 出産について ............................................................................................................................................................... 46 

５ 「真のワーク・ライフ・バランス」の実現について ............................................................................. 61 

６ 最後に .............................................................................................................................................................................. 82 

 

Ⅳ 資料編 ...................................................... ８４ 

 



 

 

 



Ⅰ 調査の概要 

1 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

京都市では，子育て支援施策の総合的な計画として，平成２２年３月に「京都市未来こどもプラン」（以

下「現行プラン」といいます。）を策定し，子どもたちの笑顔のためにみんなで子育てを支え合えるまちづ

くりを進めてきました。 

現行プランの計画期間は，平成２６年度までとなっていることから，京都市では，現行プランを見直し，

平成２７年度から平成３１年度までの５箇年を計画期間とする新たなプランを策定することとしています。 

本調査は，この新たなプランの策定に際し，市民の皆様に結婚と出産に関する意識などを聞き，一層進

行する少子化について，社会全体でどのように対応していくべきか検討し，次期プランの策定や今後の子

育て支援施策の推進や少子化対策に活用することを目的に実施したものです。 

 

 

２ 調査概要 

○調査地域 ：京都市全域 

○調査対象者：京都市内在住の１８歳から４９歳までの市民  

○調査期間 ：平成２５年１０月３０日から１１月１３日まで 

○調査方法 ：郵送配布・郵送回収（無記名回答） 

 配布数 有効回収数 有効回収率 

結婚と出産に関する意識調査 ６，５００人 １，８４２人 ２８．３％ 

 

 

３ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示しています。また，小数点以下第２位

を四捨五入しているため，内訳の合計が１００．０％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合，回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になるた

め，回答比率の合計が１００．０％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合，無回答を排除しているため，クロス集計の有効回答数の合計と単純集計（全体）

の有効回答数が合致しないことがあります。なお，クロス集計とは，複数項目の組み合わせで分類し

た集計のことで，複数の質問項目を交差して並べ，表やグラフを作成することにより，その相互の関

係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表により表示していますが，グラフ以外のクロス集計表は，最も高い割合のものを  で

網かけをしています。
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N = 1,842 ％

１．結婚して子育てをすること以外に，生きがいや価値観
　　を見出す人が増えたから

２．子育てよりも仕事に生きがいを見出す人が増えたから

３．結婚年齢が高くなったから

４．出産・子育ては経済的負担が大きいから

５．仕事と子育ての両立支援体制が整っていないから

６．住宅や遊び場など，子育てに望ましい住環境が整って
　　いないから

７．保育園（所）や学童保育など子育て支援施策が十分で
　　ないから

８．地域の人など，身近で子育てを支えてくれる人がいなく
　　なったから

９．社会の動向や環境問題に対して，将来への不安を
　　感じる人が増えているから

10．その他

11．わからない

不明・無回答

34.5

17.5

41.2

60.7

48.0

5.0

23.9

11.2

20.1

8.4

2.5

0.2

0 20 40 60 80

Ⅱ 調査のまとめ 

１ 少子化について 

【調査結果からみえる現状】 
 

少子化が社会に与える影響（問７）については，「２．現行の年金制度や医療保障が成り立たなくなる」

の割合が７５．１％と高くなっており，出生率が低い主な原因（問８）としては，「４．出産・子育ては経

済的負担が大きいから」という理由が６０．７％と最も高く，次いで「５．仕事と子育ての両立支援体制

が整っていないから」の割合が４８．０％となっています。 

出生率の増加を必要と考えるか（問９）については，「何としても増加させる必要がある（２２．１％）」

と「増加させたほうがよい（６１．１％）」を合わせて８３．２％となっており，そのための対策（問１０）

として，「（６）保育園（所）に入所しやすい環境づくり」や「（８）保育料の軽減」，「（２１）子どもの教

育費の軽減」などの割合が高くなっており，子育て当事者への支援が求められていることがうかがえます。 

 

 

 【出生率が低い主な原因】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 問８結果から引用 
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N = 652 ％

１．まだ若いから

２．必要性を感じないから

３．仕事に集中したいから

４．趣味に集中したいから

５．独身生活のほうが気楽で自由だから

６．結婚したい異性にめぐり逢えないから

７．異性との付き合いが苦手だから

８．周囲の同意が得られない（と思う）から

９．結婚資金がないから

10．結婚後の経済的な生活基盤に不安があるから

11．前回の結婚でもう十分だから

12．その他

不明・無回答

20.2

16.4

13.5

5.8

25.2

50.2

8.3

3.4

25.5

27.0

4.6

8.9

7.7

0 20 40 60

２ 結婚について 

【調査結果からみえる現状】 
 

未婚者に対する今後の結婚の意向（問１１－２）については,「３．結婚したくない」の割合が平成２０

年調査結果と比較すると，６．３ポイント増加しています。結婚したくない理由（問１１－４）をみると，

「６．結婚したい異性にめぐり逢えないから」の割合が最も高くなっており，次いで「１０.結婚後の経済

的な生活基盤に不安があるから」の割合が高くなっています。 

また，結婚を考える場合の心配や不安（問１５）については，「３．相手の家族や親戚とのつきあい」や

「４．結婚後の生活費のこと」の割合が高く，人間関係や経済的な負担に対する心配や不安を抱えている

ことがうかがえます。 

行政に求める結婚を支援するための政策（問２１）については，「７．保育園（所）等に子どもを預けら

れるなど，働きながら子育てができる環境づくり」や「４．企業等の雇用主に正規職員の雇用を働きかけ

る」の割合が高くなっています。 

ライフスタイルが多様化していく中で，経済的な負担感や就労状況，人間関係により結婚を躊躇してい

ることがうかがえるため，安心して結婚することができるよう，支援をしていくことが必要となっていま

す。 

 

 

 【結婚していない，あるいは，結婚したくない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 問１１－４結果から引用 
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N = 948 ％

１．結婚するつもりがないから

２．仕事や趣味を優先したいから

３．妊娠・出産が大変だから

４．育児が大変だから

５．育児と仕事の両立が困難だから

６．子どもが好きではないから

７．健康上の理由で妊娠・出産が困難だから

８．育児に家族の協力が得られないから

９．保育園（所）や学童保育など子育て支援施策が
    不十分だから

10．出産・育児・教育にお金がかかるから

11．自然環境・社会環境が良くないから

12．定年退職までに子どもが成人してほしいから

13．夫婦の生活を大切にしたいから

14．配偶者・パートナーが子どもを欲しがらないから

15．その他

不明・無回答

11.4

10.8

11.1

18.8

18.6

2.4

13.1

5.2

9.0

42.6

3.7

0.9

1.1

4.0

18.5

11.8

0 20 40 60

３ 出産について 

【調査結果からみえる現状】 
 

現実にいる子どもの数又は予定している子どもの数（問２４）が，理想と比べ「３．少ない」の割合は

約５割となっています。 

理想より少ない理由（問２５）としては，「１０．出産・育児・教育にお金がかかるから」の割合が４割

と最も高くなっており，次いで「４．育児が大変だから」，「５．育児と仕事の両立が困難だから」の割合

がそれぞれ約２割となっています。 

また，理想の数の子どもを持つ条件（問２６）として「１３．その他の子育て・教育費用の負担軽減措

置」の割合が３割以上と最も高くなっており，次いで「３．職場における理解や支援」の割合が２割とな

っていることから，経済的な問題とともに，育児と就労の両立が困難であることが子どもの人数に影響を

与えていることがうかがえます。 

出産後の実家との距離（問２７）について，「２．近くに住みたい」の割合が８割と高くなっており，子

育ての支援について両親等から手助け等を受けたい（問１７－（８））の割合も７割と高いことから，両親

からの支援や協力を受けながらの子育てをしていきたいという意向がうかがえます。 

 

 【子どもを持たない理由，実際には理想より少なくなりそうな理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 問２５結果から引用 
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60.7 7.1 1.8 26.9 3.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．仕事が忙しく，個人の生活のために仕事を中途にして帰宅するのは容易でない

２．自分の私生活より仕事の方が大切だと思うから

３．仕事以外にやるべき（やりたい）ことがないから

４．その他

不明・無回答

N =

677 60.7 7.1

1.8

26.9 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.8 23.6 13.2 36.7 2.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．図れている ２．図ろうとしているがあまり図れていない

３．全く図れていない ４．考えたこともない

不明・無回答

N =

1,842 23.8 23.6 13.2 36.7 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４ 仕事と生活の調和の推進（ワーク・ライフ・バランス）について 

【調査結果からみえる現状】 
 

仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和が図られているか（問２９）について，「１．図られている」

の割合が２割で，平成２０年調査の４割から半減しています。図られていない理由（問２９－２）として，

「１．仕事が忙しく，個人の生活のために仕事を中途にして帰宅するのは容易でない」の割合が６割と高

くなっています。 

また，結婚や出産後の仕事の状況（問３１－３）について，「１．働きはじめた」の割合が８割以上とな

っており，働きたいと思ったきっかけ（問３１－４）として，「２．経済的な理由が発生したから」の割合

が４割以上となっており，経済的な理由から，仕事に復帰をしている人の割合が多くなっていることがう

かがえます。 

仕事と生活の調和を実現するために，企業等に取り組んでほしいこと（問３２）については，「１．長時

間労働の抑制」の割合が最も高く，次いで「３．労働者の実情に配慮した短時間勤務など多様な働き方へ

の対応」，「８．学校行事等に参加しやすい時間単位休暇制度などの導入」などの割合が高くなっており，

働く人の状況に合わせた就業形態や休暇制度等の利用等，多様な働き方への対応が求められています。 

 

 【自分自身や家族，仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献との調和の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【調和が図れていない理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 問２９，２９－２結果から引用 
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5.14.65.4 9.011.57.8 9.69.49.9 14.811.816.4 17.214.518.3 19.016.1 20.8 19.123.5 17.2 6.28.64.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２１歳 ２２～２５歳 ２６～２９歳

３０～３４歳 ３５～３９歳 ４０～４４歳

４５～４９歳 不明・無回答

Ⅲ 調査結果 

１ 回答者の属性 

問１ あなたの性別と年齢をお聞きします（年齢は平成２５年１０月１日現在）。 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842 33.0 65.8 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

全  体 1,842

男性 608

女性 1,212

5.4

4.6

5.1

7.8

11.5

9.0

9.9

9.4

9.6

16.4

11.8

14.8

18.3

14.5

17.2

20.8

16.1

19.0

17.2

23.5

19.1

4.0

8.6

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.14.65.4 9.011.57.8 9.69.49.9 14.811.816.4 17.214.518.3 19.016.1 20.8 19.123.5 17.2 6.28.64.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１８～２１歳 ２．２２～２５歳 ３．２６～２９歳

４．３０～３４歳 ５．３５～３９歳 ６．４０～４４歳

７．４５～４９歳 不明・無回答

33.0 100.0 65.8100.0 1.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．男性 ２．女性 不明・無回答
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N = 1,842 ％

１．北区

２．上京区

３．左京区

４．中京区

５．東山区

６．山科区

７．下京区

８．南区

９．右京区（京北地域除く）

10．右京区（京北地域）

11．西京区（洛西支所管内除く）

12．西京区（洛西支所管内）

13．伏見区（深草・醍醐支所管内除く）

14．伏見区（深草支所管内）

15．伏見区（醍醐支所管内）

不明・無回答

8.4

4.8

12.6

7.2

3.0

12.2

6.5

6.1

11.6

0.7

4.5

3.5

8.1

6.3

2.7

1.5

0 10 20

 

問２ お住まいの区等はどちらですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの職業をお聞きします。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 31.4

64.0

42.3

33.0

8.2

24.4

5.9

11.3

7.7

1.2

0.8

21.0

3.6

15.0

6.7

12.8

8.6

0.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42.3 64.031.4 24.4 8.233.0 7.7 11.35.9 0.81.2 15.03.621.0 8.612.86.71.10.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．常勤（正規職員等） ２．パート・アルバイト ３．自営業

４．在宅勤務・内職 ５．無職・家事専業 ６．大学生・大学院生

不明・無回答

42.3 64.031.4 24.4 8.233.0 7.7 11.35.9 0.81.2 15.03.621.0 8.612.86.71.10.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．常勤（正規職員等） ２．パート・アルバイト ３．自営業

４．在宅勤務・内職 ５．無職・家事専業 ６．大学生・大学院生

不明・無回答



Ⅲ 調査結果 

8 

8.87.69.6 12.210.513.2 18.318.318.5 14.318.112.6 23.623.423.7 13.416.012.3 5.95.36.3 3.51.03.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

２００　万円未満 ２００　万～３００　万円未満

３００　万～４００　万円未満 ４００　万～５００　万円未満

５００　万～７００　万円未満 ７００　万～１，０００　万円未満

１，０００　万円以上 不明・無回答

 

問４ あなたの最終学歴をお聞きします。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 同居しているご家族全員の総収入（世帯の年収）はいくらくらいですか。当ては

まる番号１つに○をつけてください（事業収入の場合は，売上から諸経費を差し

引いた金額）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 9.6

7.6

8.8

13.2

10.5

12.2

18.5

18.3

18.3

12.6

18.1

14.3

23.7

23.4

23.6

12.3

16.0

13.4

6.3

5.3

5.9

3.9

1.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.87.69.6 12.210.513.2 18.318.318.5 14.318.112.6 23.623.423.7 13.416.012.3 5.95.36.3 3.51.03.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．２００　万円未満 ２．２００　万～３００　万円未満

３．３００　万～４００　万円未満 ４．４００　万～５００　万円未満

５．５００　万～７００　万円未満 ６．７００　万～１，０００　万円未満

７．１，０００　万円以上 不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212

2.8

5.3

3.6

25.5

15.8

22.0

1.8

3.1

2.2

16.2

14.8

15.6

16.7

3.0

12.1

31.8

43.4

35.6

3.5

13.0

6.6

0.6

1.6

0.9

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.65.32.8 22.015.825.5 2.23.1 1.8 15.614.8 16.2 12.13.0 16.7 35.643.4 31.8 6.613.03.50.91.60.61.31.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．中学校 ２．高等学校

３．高等専門学校 ４．専門学校，専修学校

５．短期大学 ６．４年制大学

７．大学院 ８．その他

不明・無回答

3.65.32.8 22.015.825.5 2.23.1 1.8 15.614.8 16.2 12.13.0 16.7 35.643.4 31.8 6.613.03.50.91.60.61.31.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．中学校 ２．高等学校

３．高等専門学校 ４．専門学校，専修学校

５．短期大学 ６．４年制大学

７．大学院 ８．その他

不明・無回答
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％

１．父 (N=392)

２．母 (N=464)

３．祖父 (N=51)

４．祖母 (N=91)

6.9

10.1

3.9

9.9

0 10 20

％

１．父 (N=392)

２．母 (N=464)

３．祖父 (N=51)

４．祖母 (N=91)

1.3

0.4

13.7

13.2

0 10 20

％

１．父 (N=392)

２．母 (N=464)

３．祖父 (N=51)

４．祖母 (N=91)

6.1

7.1

11.8

2.2

0 10 20

N = 1,842 ％

１．父

２．母

３．祖父

４．祖母

５．兄

６．姉

７．弟

８．妹

９．子

10．その他

21.3

25.2

2.8

4.9

2.7

3.2

5.6

4.6

50.8

56.1

0 10 20 30 40 50 60 70

 

問６ あなたを含めて，同居しているすべてのご家族について，あなたからみた続柄，

職業，年齢，健康状態及び心身の状況について，下記の選択肢番号を記入してく

ださい（年齢は平成２５年１０月１日現在）。 

 

【同居の状況別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在 病気療養中の方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護が必要な状態の方】 

 

 

 

 

 

 

 

【心身に障がいがある方】 
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％

１．若い労働力の不足により，経済の活性化や安定的
　　な経済成長が見込めなくなる

２．現行の年金制度や医療保障制度が成り立たなく
　　なる

３．現役世代の租税や社会保障負担が増大し，個人の
　　就労意欲が衰え，経済活力が弱まる

４．地域に住む若い世代が減少し，地域の活気が
　　なくなる

５．人口の減少により，様々な需要が減少し，産業が
　　衰退する

６．就労人口が減少し，女性や高齢者の社会進出の
　　機会が増加する

７．女性の就労が促進され，男女が協力し合って生活
　　や社会を築く風潮が強まる

８．その他

９．影響はない

10．わからない

不明・無回答

56.8

75.1

48.4

31.2

26.7

10.7

10.1

3.9

0.4

0.8

3.1

56.4

77.6

49.3

31.1

31.9

12.7

8.2

4.4

0.0

0.3

1.2

58.0

74.3

48.5

31.1

24.0

9.9

11.1

3.7

0.6

1.0

3.3

0 20 40 60 80 100

２ 少子化について 

問７ 少子化が社会に与える影響として，どのようなものがあると思いますか。当てはま

る番号３つまでに○をつけてください。 

「２．現行の年金制度や医療保障制度が成り立たなくなる」の割合が７５．１％と最も高く，次いで「１．

若い労働力の不足により，経済の活性化や安定的な経済成長が見込めなくなる」の割合が５６．８％，  

「３．現役世代の租税や社会保障負担が増大し，個人の就労意欲が衰え，経済活力が弱まる」の割合が 

４８．４％となっています。 

性別にみると，「５．人口の減少により，様々な需要が減少し，産業が衰退する」については，「男性」

が３１．９％に対し，「女性」が２４．０％と７．９ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「５．人口の減少により，様々な需要が減少し，産業が衰退する」の割合

が高くなっており，特に男性で８．０ポイント高くなっています。 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

全  体 (N=1,842)

男　性 (N=608)

女　性 (N=1,212)
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

全  体 (N=2,140)

男　性 (N=827)

女　性 (N=1,306)

％

１．若い労働力の不足により，経済の活性化や
　　安定的な経済成長が見込めなくなる

２．現行の年金制度や医療保障制度が成り立た
　　なくなる

３．現役世代の租税や社会保障負担が増大し，
　　個人の就労意欲が衰え，経済活力が弱まる

４．地域に住む若い世代が減少し，地域の活気
が
　　なくなる

５．人口の減少により，様々な需要が減少し，
　　産業が衰退する

６．人口の減少により，資源の消費が抑制され，
　　環境問題の改善につながる

７．就労人口が減少し，女性や高齢者の社会
　　進出の機会が増加する

８．女性の就労が促進され，男女が協力し合って
　　生活や社会を築く風潮が強まる

９．行楽地や交通機関，交通網などのラッシュ
　　緩和，住宅事情の改善等により，まちに空間
　　的な余裕ができる

10．その他

11．影響はない

12．わからない

13．不明・無回答

55.8

75.7

46.5

31.8

22.5

3.7

10.2

8.5

3.2

2.7

0.4

3.4

1.4

55.5

74.7

48.1

29.9

23.9

4.0

10.0

8.0

4.5

3.4

0.8

2.5

1.6

56.2

76.5

45.5

33.0

21.7

3.4

10.3

8.7

2.4

2.2

0.1

4.0

1.3

0 20 40 60 80 100

４．地域に住む若い世代が減少し，地域の活気が
　　なくなる

不明・無回答
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％

１．結婚して子育てをすること以外に，生きがいや
　　価値観を見出す人が増えたから

２．子育てよりも仕事に生きがいを見出す人が増えた
    から

３．結婚年齢が高くなったから

４．出産・子育ては経済的負担が大きいから

５．仕事と子育ての両立支援体制が整っていないから

６．住宅や遊び場など，子育てに望ましい住環境が
　　整っていないから

７．保育園（所）や学童保育など子育て支援施策が
　　十分でないから

８．地域の人など，身近で子育てを支えてくれる人が
　　いなくなったから

９．社会の動向や環境問題に対して，将来への不安を
　　感じる人が増えているから

10．その他

11．わからない

不明・無回答

34.5

17.5

41.2

60.7

48.0

5.0

23.9

11.2

20.1

8.4

0.2

2.5

32.1

14.3

36.5

67.6

43.9

7.2

22.9

18.3

24.8

6.9

0.3

1.6

36.2

19.4

43.6

58.1

50.3

4.0

24.9

7.9

17.5

9.2

2.0

0.1

0 20 40 60 80

 

問８ 出生率が低い主な原因は何だと思いますか。当てはまる番号３つまでに○をつけて

ください。 

「４．出産・子育ては経済的負担が大きいから」の割合が６０．７％と最も高く，次いで「５．仕事と

子育ての両立支援体制が整っていないから」の割合が４８．０％，「３．結婚年齢が高くなったから」の割

合が４１．２％となっています。 

性別にみると，「４．出産・子育ては経済的負担が大きいから」については，「男性」が６７．６％に対

し，「女性」が５８．１％，「８．地域の人など，身近で子育てを支えてくれる人がいなくなったから」に

ついては，「男性」が１８．３％に対し，「女性」が７．９％とそれぞれ約１０ポイントの差が生じていま

す。 

平成２０年調査と比較すると，「３．結婚年齢が高くなったから」の割合が高くなっています。また，男

性で「８．地域の人など，身近で子育てを支えてくれる人がいなくなったから」の割合が７．８ポイント

高くなっています。 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80

全  体 (N=1,842)

男　性 (N=608)

女　性 (N=1,212)
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％

１．結婚して子育てをすること以外に，生きがいや
　　価値観を見出す人が増えたから

２．子育てよりも仕事に生きがいを見出す人が
　　増えたから

３．結婚年齢が高くなったから

４．出産・子育ては経済的負担が大きいから

５．仕事と子育ての両立支援体制が整っていない
　　から

６．住宅や遊び場など，子育てに望ましい住環境
　　が整っていないから

７．子育て支援サービスが十分でないから

８．地域の人など，身近で子育てを支えてくれる
　　人がいなくなったから

９．地球環境や社会の動向に対して，
　　将来への不安を感じる人が増えているから

10．その他

11．わからない

不明・無回答

39.8

18.7

29.5

64.5

52.1

8.6

20.9

10.4

25.3

5.0

1.2

1.4

36.4

17.5

26.6

68.2

47.4

10.3

21.0

10.5

25.2

6.0

1.7

1.7

42.0

19.4

31.2

62.4

55.2

7.6

20.8

10.3

25.4

4.4

0.8

1.1

0 20 40 60 80

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80

全  体 (N=2,140)

男　性 (N=827)

女　性 (N=1,306)
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問９ あなたは，出生率の増加を必要と考えますか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

「２．増加させたほうがよい」の割合が６１．１％と最も高く，次いで「１．何としても増加させる必

要がある」の割合が２２．１％，「３．増加させなくてもよい」の割合が７．１％となっています。 

性別による大きな差はみられません。 

平成２０年調査と比較すると，「１．何としても増加させる必要がある」の割合が高くなっており，特に

女性で８．０ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306 12.4

20.2

15.5

67.1

55.1

62.4

5.0

10.3

7.0

12.6

11.1

12.0

3.0

3.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.520.212.4 62.455.167.1 7.010.35.0 12.011.112.6 3.13.33.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．何としても増加させる必要がある ２．増加させたほうがよい

３．増加させなくてもよい ４．わからない

５．不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 20.4

25.3

22.1

62.6

59.7

61.1

6.8

7.6

7.1

8.6

6.6

7.9

1.6

0.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.425.322.1 62.659.761.1 6.87.67.1 8.66.67.9 1.60.81.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．何としても増加させる必要がある ２．増加させたほうがよい

３．増加させなくてもよい ４．わからない

不明・無回答

20.425.322.1 62.659.761.1 6.87.67.1 8.66.67.9 1.60.81.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．何としても増加させる必要がある ２．増加させたほうがよい

３．増加させなくてもよい ４．わからない

不明・無回答
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問１０ 以下の施策等について，少子化対策として効果があると思いますか。各項目につ

き当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「１．かなり効果がある」と「２．少しは効果がある」を合わせた『効果がある』の割合が高い施策等

は，「（６）保育園（所）に入所しやすい環境づくり」が最も高く９１．５％，「（２１）子どもの教育費の

軽減」が８８．２％となっています。 

一方で，「３．あまり効果がない」と「４．全く効果がない」を合わせた『効果はない』の割合が高い施

策等は，「（２９）男女の出会いの場づくりの支援」が最も高く３９．２％，次いで「（１５）男性の育児・

家事への参加の啓発」が３２．８％と高くなっています。 

平成２０年調査と比較すると，「１．かなり効果がある」と「２．少しは効果がある」を合わせた『効果

がある』施策として，「男女の出会いの場づくりの支援」の割合が１３．８ポイント高くなっています。 

 

 

 

【平成２５年】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.033.241.9 38.142.936.1 14.517.313.4 4.95.15.01.60.72.11.80.81.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．かなり効果がある ２．少しは効果がある ３．あまり効果はない

４．全く効果はない ５．わからない 不明・無回答

N=1,842

(１)男女ともが育児休業を取得しやすい環境づくり

(２)育児休業中の賃金保障の引上げ

(３)育児休業中の代替要員の確保

(４)育児休業後復職時の前職保障

(５)育児休業期間の長期化・弾力化

(６)保育園（所）に入所しやすい環境づくり

(７)学童保育を利用しやすい環境づくり

(８)保育料の軽減

(９)長時間保育の拡充

(10)職場内保育施設の拡充

(11)子どもが病気のときの看護休暇

(12)病児・病後児の保育受入れ施設の拡充

(13)親が病気のときに子どもを預けられる施設の
整備

(14)労働時間の短縮

(15)男性の育児・家事への参加の啓発

(16)出産施設の受入れ体制の充実 26.8 37.7 26.3

25.9

34.7

41.6

47.9

54.1

53.3

57.0

61.8

49.9

62.9

30.5

54.1

31.1

47.4

39.0

36.9

34.3

35.8

33.5

32.5

30.9

29.1

23.7

37.4

28.6

34.7

27.4

38.5

30.8

38.1

28.0

23.0

14.9

13.6

8.8

11.8

9.7

9.8

7.6

4.3

24.9

12.6

19.9

13.7

14.5

3.6

4.8

3.9

2.6

1.1

0.8

1.1

1.0

2.1

2.5

2.0

6.0

1.8

3.3

3.2

4.9

3.4

3.0

2.4

3.7

1.9

2.1

0.9

1.8

1.0

1.2

0.9

2.2

1.9

3.9

2.9

1.6

2.3

1.4

1.8

1.4

2.0

1.7

2.0

1.4

1.5

1.4

1.4

1.7

2.2

3.4

2.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(13)親が病気のときに子どもを預けられる施設の整備
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N=1,842

(17)妊婦健康診査費用の助成充実

(18)分娩費用の助成充実

(19)児童手当など子育て家庭への給付施策の充実

(20)扶養控除など税制による優遇措置の拡充

(21)子どもの教育費の軽減

(22)子どもたちに社会で生きる力を育む
　　　学校教育の充実

(23)授乳室の確保など子連れで出かけやすい
      まちづくり

(24)子どもの遊び場や子育てサークルの活動の
　　　場の確保

(25)気軽に育児の相談ができる場の確保

(26)地域の交流・支援のネットワークづくり

(27)一時保育やファミリーサポート事業など，
     家庭での子育て支援策の整備

(28)幼稚園での預かり保育の促進

(29)男女の出会いの場づくりの支援

(30)安価で良好な住宅の供給

(31)子連れで安全・快適に移動できる
     交通システムの整備

44.1

45.3

54.7

53.0

63.7

32.3

21.1

18.6

23.8

16.8

25.3

30.1

22.8

31.7

24.4

32.0

36.0

30.1

32.3

24.5

37.6

44.6

45.4

50.2

46.6

49.6

45.5

29.8

39.4

42.1

16.2

11.1

7.9

8.2

6.5

21.4

25.4

28.8

19.7

28.6

18.1

16.5

32.3

18.2

23.7

3.3

2.9

3.5

2.7

1.6

3.1

4.1

2.9

3.5

3.1

2.7

1.0

6.9

5.6

5.2

2.8

3.3

2.0

2.4

2.3

3.7

3.5

2.8

1.5

3.4

2.9

4.8

6.5

3.5

3.2

1.7

1.4

1.8

1.4

1.4

1.8

1.4

1.4

1.4

1.5

1.4

2.1

1.7

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.033.241.9 38.142.936.1 14.517.313.4 4.95.15.01.60.72.11.80.81.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．かなり効果がある ２．少しは効果がある ３．あまり効果はない

４．全く効果はない ５．わからない 不明・無回答
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N=2,140

(１)男女ともが育児休業を取得しやすい環境づくり

(２)育児休業中の賃金保障の引き上げ

(３)育児休業中の代替要員の確保

(４)育児休業後復職時の前職保障

(５)育児休業期間の長期化・弾力化

(６)保育所待機児童の解消

(７)保育料の軽減

(８)産休・育休後すぐに保育所に入所できる
    予約制度

(９)長時間保育の拡充

(10)職場内保育所の拡充

(11)子どもが病気のときの看護休暇

(12)病児・病後児の保育受入れ施設の拡充

(13)親が病気のときに子どもを預けられる
     施設の整備

(14)学童保育所待機児童の解消

(15)労働時間の短縮

(16)男性の育児・家事への参加の啓発

(17)出産施設の受入れ体制の充実

30.7

51.4

35.0

32.6

24.3

9.8

31.8

32.4

31.6

40.5

50.4

47.3

37.5

45.2

57.8

49.6

40.0

57.1

26.3

54.0

53.0

33.9

37.6

39.8

38.6

33.8

35.0

40.5

34.2

29.8

29.0

38.5

31.3

40.0

32.0

34.9

23.2

16.2

18.8

11.3

9.4

10.1

12.9

10.8

6.8

9.7

13.3

5.5

20.4

7.1

7.9

0.7

4.1

4.3

1.6

2.1

1.4

1.0

1.5

1.2

1.5

0.9

1.2

1.9

0.8

2.4

1.2

1.5

3.3

3.8

4.5

9.3

4.9

5.2

2.5

3.3

5.0

5.5

2.1

7.3

3.9

2.6

8.1

2.8

1.4

2.1

2.1

2.3

2.9

2.8

3.0

2.9

2.7

2.9

2.9

2.5

3.1

2.5

2.7

2.8

2.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.033.241.9 38.142.936.1 14.517.313.4 4.95.15.01.60.72.11.80.81.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．かなり効果がある ２．少しは効果がある ３．あまり効果はない

４．全く効果はない ５．わからない 不明・無回答
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N=2,140

(18)妊婦健康診査費用の助成充実

(19)分娩費用の助成充実

(20)児童手当など子育て家庭への給付施策の
     充実

(21)扶養控除の拡充など税制による優遇措置

(22)子どもの教育費の軽減

(23)ゆとりある学校教育の推進

(24)授乳室の確保など子連れで出かけやすい
      まちづくり

(25)子どもの遊び場や子育てサークルの活動の
     場の確保

(26)気軽に育児の相談ができる場の確保

(27)地域の交流・支援のネットワークづくり

(28)一時保育やベビーシッターなど，家庭での
     子育て支援策の整備

(29)幼稚園での預かり保育の促進

(30)男女の出会いの場づくりの支援

(31)安価で良好な住宅の供給

(32)子連れで安全・快適に移動できる
     交通システムの整備

27.7

37.8

14.2

27.7

25.3

20.6

25.0

19.3

21.1

11.6

59.3

52.2

61.8

61.4

57.6

39.4

36.0

24.6

46.8

46.9

45.0

47.7

46.3

43.1

20.3

27.9

32.6

27.7

26.3

29.2

22.4

16.3

36.5

15.0

18.0

22.2

18.8

23.9

25.3

36.4

7.3

7.8

5.4

6.4

7.2

3.5

2.9

13.6

2.3

2.6

3.1

2.3

3.3

3.9

22.2

1.1

0.7

0.6

0.5

0.8

5.4

5.0

9.2

5.7

5.0

6.2

4.2

4.9

4.3

6.8

1.8

3.9

1.8

2.9

3.1

1.7

1.9

2.0

2.5

2.1

2.9

2.0

2.4

2.4

2.7

2.5

2.8

2.7

2.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39.033.241.9 38.142.936.1 14.517.313.4 4.95.15.01.60.72.11.80.81.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．かなり効果がある ２．少しは効果がある ３．あまり効果はない

４．全く効果はない ５．わからない 不明・無回答



Ⅲ 調査結果 

19 

３ 結婚について 

問１１ あなたは結婚（入籍していないいわゆる事実婚を含みます）していますか。当て

はまる番号１つに○をつけてください。 

「１．結婚している」の割合が６３．６％と最も高く，次いで「３．結婚していない」の割合が 

２９．２％，「２．結婚していたことはあるが，離（死）別した」の割合が 6.2％となっています。 

性別にみると，「結婚している」については，「男性」が５８．１％に対し，「女性」が６６．７％と 

８．６ポイントの差が生じています。一方，「３．結婚していない」については，「男性」が３５．７％に

対し，「女性」が２６．５％と９．２ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「結婚している」の割合が全体で２３．５ポイント高くなっていますが，

これには，調査間の対象年齢の変更が影響しているものと考えられます。 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306 44.0

34.0

40.1

3.9

1.7

3.0

50.5

63.4

55.5

1.6

1.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40.134.044.0 3.01.7 3.9 55.563.4 50.5 1.41.01.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚している

２．結婚していたことはあるが、離（死）別した

３．結婚していない

４．不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 66.7

58.1

63.6

6.4

6.1

6.2

26.5

35.7

29.2

0.5

0.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

63.658.166.7 6.26.1 6.4 29.235.726.5 1.00.20.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚している

２．結婚していたことはあるが，離（死）別した

３．結婚していない

不明・無回答

63.658.166.7 6.26.1 6.4 29.235.726.5 1.00.20.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚している

２．結婚していたことはあるが，離（死）別した

３．結婚していない

不明・無回答
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問１１－２～問１１－４は，問１１で「結婚していたことはあるが，離（死）別した」ま

たは「結婚していない」を選ばれた方にお聞きします。 

問１１－２ 今後，結婚したいと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「２．いずれはしたい」の割合が 66.6％と最も高く，次いで「３．結婚したくない」の割合が 

１７．０％，「１．すぐにでもしたい」の割合が１６．４％となっています。 

性別による大きな差はみられません。 

平成２０年調査と比較すると，男性で「１．すぐにでもしたい」の割合が６．１ポイント高くなってい

るのに対し，女性で「３．結婚したくない」の割合が９．６ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,252

男　性 538

女　性 710 18.5

10.8

15.1

69.3

74.7

71.7

9.7

12.1

10.7

2.5

2.4

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.110.818.5 71.774.769.3 10.712.19.7 2.52.42.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．すぐにでもしたい ２．いずれはしたい ３．結婚したくない

４．不明・無回答

全  体
すぐにでも

したい
いずれは

したい
結婚

したくない
不明・無回答

652 107 434 111 0
100.0 16.4 66.6 17.0 0.0

254 43 177 34 0
100.0 16.9 69.7 13.4 0.0

398 64 257 77 0
100.0 16.1 64.6 19.3 0.0

全  体

男性

女性

N =

全  体 652

男　性 254

女　性 398 16.1

16.9

16.4

64.6

69.7

66.6

19.3

13.4

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.416.916.1 66.669.764.6 17.013.419.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．すぐにでもしたい ２．いずれはしたい ３．結婚したくない

不明・無回答
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問１１－３ あなたが結婚したいと思う年齢はどれですか。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「２５～２９歳」の割合が３３．９％と最も高く，次いで「３０～３４歳」の割合が１９．５％，「４０

～４４歳」の割合が６．７％となっています。 

性別にみると，「２５～２９歳」について，「男性」が２６．８％に対し，「女性」が３８．４％と 

１１．６ポイントの差が生じています。 

平成 20 年調査と比較すると，「２５～２９歳」，「３０～３４歳」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,252

男　性 538

女　性 710

0.7

0.6

0.6

8.6

3.5

6.4

46.1

33.6

40.8

22.3

31.2

26.1

3.9

8.0

5.7

14.6

18.6

16.3

3.8

4.5

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.60.60.76.43.58.6 40.833.6 46.1 26.131.2 22.3 5.78.0 3.9 16.318.614.6 4.14.53.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～１９歳 ２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳

３５歳以上 わからない 不明・無回答

N =

全  体 652

男　性 254

女　性 398 5.0

5.9

5.4

38.4

26.8

33.9

19.8

18.9

19.5

6.3

5.9

6.1

4.8

9.8

6.7

3.5

1.2

2.6

18.8

26.8

21.9

3.3

4.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.45.95.0 33.926.838.4 19.518.9 19.8 6.15.9 6.36.79.8 4.82.61.2 3.5 21.926.818.8 3.84.73.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～１９歳 ２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳

３５～３９歳 ４０～４４歳 ４５歳以上 わからない

不明・無回答

0.60.60.76.43.58.6 40.833.6 46.1 26.131.2 22.3 5.78.0 3.9 16.318.614.6 4.14.53.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～１９歳 ２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳

３５歳以上 わからない 不明・無回答

5.45.95.0 33.926.838.4 19.518.9 19.8 6.15.9 6.36.79.8 4.82.61.2 3.5 21.926.818.8 3.84.73.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～１９歳 ２０～２４歳 ２５～２９歳 ３０～３４歳

３５～３９歳 ４０～４４歳 ４５歳以上 わからない

不明・無回答

全  体
18～
19歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45歳
以上

わから
ない

不明・
無回答

652 0 35 221 127 40 44 17 143 25
100.0 0.0 5.4 33.9 19.5 6.1 6.7 2.6 21.9 3.8

254 0 15 68 48 15 25 3 68 12
100.0 0.0 5.9 26.8 18.9 5.9 9.8 1.2 26.8 4.7

398 0 20 153 79 25 19 14 75 13
100.0 0.0 5.0 38.4 19.8 6.3 4.8 3.5 18.8 3.3

全  体

男性

女性
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％

１．まだ若いから

２．必要性を感じないから

３．仕事に集中したいから

４．趣味に集中したいから

５．独身生活のほうが気楽で自由だから

６．結婚したい異性にめぐり逢えないから

７．異性との付き合いが苦手だから

８．周囲の同意が得られない（と思う）から

９．結婚資金がないから

10．結婚後の経済的な生活基盤に不安があるから

11．前回の結婚でもう十分だから

12．その他

不明・無回答

20.2

16.4

13.5

5.8

25.2

50.2

8.3

3.4

25.5

27.0

4.6

8.9

7.7

24.4

15.7

19.7

2.8

16.5

39.8

5.1

4.3

44.5

39.0

1.2

8.7

8.3

17.6

16.8

9.5

7.8

30.7

56.8

10.3

2.8

13.3

19.3

6.8

9.0

7.3

0 20 40 60

 

問１１－４ 結婚していない，あるいは，結婚したくない理由をお聞きします。当てはま

る番号３つまでに○をつけてください。 

「６．結婚したい異性にめぐり逢えないから」の割合が５０．２％と最も高く，次いで「１０．結婚後

の経済的な生活基盤に不安があるから」の割合が２７．０％，「９．結婚資金がないから」の割合が 

２５．５％となっています。 

性別にみると，男性で「９．結婚資金がないから」が，女性は「６．結婚したい異性にめぐり逢えない

から」が最も高くなっています。 

平成２０年調査と比較すると，女性で「６．結婚したい異性にめぐり逢えないから」の割合が高く，男

性で「９．結婚資金がないから」の割合が高くなっており，それぞれ１５ポイント程度の増となっていま

す。 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60

全  体 (N=652)

男　性 (N=254)

女　性 (N=398)
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60

全  体 (N=1,252)

男　性 (N=538)

女　性 (N=710)

％

１．まだ若いから

２．必要性を感じないから

３．仕事に集中したいから

４．趣味に集中したいから

５．独身生活のほうが気楽で自由だから

６．結婚したい異性にめぐり逢えないから

７．異性との付き合いが苦手だから

８．周囲の同意が得られない（と思う）から

９．結婚資金がないから

10．結婚後の経済的な生活基盤に不安があるから

11．前回の結婚でもう十分だから

12．その他

13．不明・無回答

28.5

17.0

15.9

6.6

23.7

38.5

8.5

2.9

21.0

32.3

1.5

7.7

6.5

31.0

18.2

13.9

7.2

21.9

34.0

11.2

2.6

25.5

38.8

0.6

6.1

7.4

26.3

16.2

17.3

6.2

24.9

42.0

6.6

3.1

17.5

27.2

2.3

9.0

5.8

0 20 40 60

不明・無回答
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問１２～問１６までは，既婚・未婚にかかわらず想定でお答えください。 

問１２ 結婚生活は独身生活にはない利点があると思いますか。当てはまる番号１つに○

をつけてください。 

「１．利点があると思う」の割合が８４．９％と最も高く，次いで「２．利点はないと思う」の割合が

４．５％となっています。 

性別や平成２０年調査との比較において，大きな差はみられません。 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚している」人は約９割が「１．利点があると思う」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

結婚している 1,172

結婚していたことはあ
るが，離（死）別した

114

結婚していない 538 78.8

63.2

91.0

84.9

5.6

11.4

3.3

4.5

15.6

25.4

4.5

9.0

1.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

84.991.063.2 78.8 4.5 3.311.4 5.6 9.04.525.415.6 1.71.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．利点があると思う ２．利点はないと思う ３．わからない

不明・無回答

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306 83.9

80.4

82.6

2.5

3.1

2.7

11.2

14.1

12.3

2.5

2.3

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

82.680.483.9 2.73.12.5 12.314.111.2 2.42.32.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．利点があると思う ２．利点はないと思う ３．わからない

４．不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 85.6

84.7

84.9

3.9

5.8

4.5

9.7

8.1

9.0

0.9

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

84.984.785.6 4.55.83.9 9.08.19.7 1.71.50.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．利点があると思う ２．利点はないと思う ３．わからない

不明・無回答

84.984.785.6 4.55.83.9 9.08.19.7 1.71.50.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．利点があると思う ２．利点はないと思う ３．わからない

不明・無回答



Ⅲ 調査結果 
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％

１．子どもを（産み）育てられる

２．愛する人と一緒に暮らせる

３．精神的な安らぎの場が得られる

４．経済的に余裕がでる

５．社会的な信用が得られる

６．親や周囲からの期待にこたえられる

７．性的な充足が得られる

８．その他

不明・無回答

70.5

47.1

66.7

17.2

27.7

14.1

2.9

5.5

2.1

67.2

53.0

69.7

7.0

30.1

13.8

7.0

5.6

1.6

72.0

44.0

65.0

22.5

26.5

14.5

1.0

5.4

2.4

0 20 40 60 80

問１２で「利点があると思う」を選んだ方にお聞きします。 

問１２－２ 具体的な利点はどんなことが考えられますか。当てはまる番号３つまでに○

をつけてください。  

「１．子どもを（産み）育てられる」の割合が７０．５％と最も高く，次いで「３．精神的な安らぎの

場が得られる」の割合が６６．７％，「２．愛する人と一緒に暮らせる」の割合が４７．１％となっていま

す。 

性別にみると，「２．愛する人と一緒に暮らせる」については，「男性」が５３．０％に対し，「女性」が

４４．０％と９．０ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，男性で「１．子どもを（産み）育てられる」の割合が，女性で「４．経

済的に余裕がでる」，「５．社会的な信用が得られる」の割合が高くなっています。 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80

全  体 (N=1,563）

男　性 (N=515)

女　性 (N=1,037)
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％

１．子どもを（産み）育てられる

２．愛する人と一緒に暮らせる

３．精神的な安らぎの場が得られる

４．経済的に余裕がでる

５．社会的な信用が得られる

６．親や周囲からの期待にこたえられる

７．性的な充足が得られる

８．その他

不明・無回答

70.6

57.1

70.8

11.3

20.7

14.3

2.5

4.5

0.5

61.8

60.2

75.6

5.7

25.6

10.8

5.1

5.6

0.6

75.9

55.0

67.7

14.7

17.8

16.3

0.8

3.9

0.5

0 20 40 60 80

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚している」，「結婚していたことはあるが，離（死）別した」で「１．子ど

もを（産み）育てられる」が７割を超えています。また，「結婚していたことはあるが，離（死）別した」

で「５．社会的な信用が得られる」が約５割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
を
（
産
み
）
育
て
ら
れ

る 愛
す
る
人
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る 

精
神
的
な
安
ら
ぎ
の
場
が
得
ら

れ
る 

経
済
的
に
余
裕
が
で
る 

社
会
的
な
信
用
が
得
ら
れ
る 

親
や
周
囲
か
ら
の
期
待
に
こ
た

え
ら
れ
る 

性
的
な
充
足
が
得
ら
れ
る 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

結婚している 1,067  74.3  42.5  67.0  16.7  29.3  15.1  1.0  5.7  2.7  

結婚していたことはあるが，離（死）別した 72  72.2  18.1  66.7  31.9  45.8  9.7  9.7  0.0 0.0 

結婚していない 424  60.6  63.4  65.8  16.0  20.5  12.5  6.6  5.9  0.9  

 

0 20 40 60 80 0 20 40 60 80

全  体 (N=1,768)

男　性 (N=665)

女　性 (N=1,096)
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問１３ 独身生活に結婚生活にはない利点があると思いますか。当てはまる番号１つに○

をつけてください。 

「１．利点があると思う」の割合が８４．０％，「２．利点はないと思う」の割合が４．１％となってい

ます。 

性別や平成２０年調査との比較において，大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306

83.0

81.6

83.9

3.3

3.7

3.1

11.1

12.7

10.1

2.6

1.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

83.081.683.9 3.33.73.1 11.112.710.1 2.61.92.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．利点があると思う ２．利点はないと思う ３．わからない

４．不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212

84.0

85.2

84.0

4.1

4.1

4.2

9.6

9.2

10.0

2.3

1.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

84.085.284.0 4.14.14.2 9.69.210.0 2.31.51.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．利点があると思う ２．利点はないと思う ３．わからない

不明・無回答

84.085.284.0 4.14.14.2 9.69.210.0 2.31.51.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．利点があると思う ２．利点はないと思う ３．わからない

不明・無回答
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％

１．行動や生き方が自由にできる

２．異性との交際が自由にできる

３．友人などと広い人間関係が保てる

４．職業を持ち社会とのつながりができる

５．現在の家族とのつながりが保てる

６．経済的に余裕がある

７．家族を養う責任がなく気楽である

８．その他

不明・無回答

88.2

20.2

31.1

17.1

6.1

41.8

33.5

3.0

2.9

88.0

23.2

28.4

9.3

6.6

44.6

44.0

2.3

3.5

88.8

19.0

32.8

21.1

6.0

40.8

27.8

3.3

2.7

0 20 40 60 80 100

問１３－２は、問１３で「利点があると思う」を選ばれた方にお聞きします。 

問１３－２ 具体的な利点はどんなことが考えられますか。当てはまる番号３つまでに○

をつけてください。 

「１．行動や生き方が自由にできる」の割合が８８．２％と最も高く，次いで「６．経済的に余裕があ

る」の割合が４１．８％，「７．家族を養う責任がなく気楽である」の割合が３３．５％となっています。 

性別にみると，「男性」，「女性」ともに「１．行動や生き方が自由にできる」が最も高く，次いで「６．

経済的に余裕がある」となっています。 

平成２０年調査と比較すると，男性で「６．経済的に余裕がある」の割合が６．５ポイント，女性で「５．

現在の家族とのつながりが保てる」の割合が５．６ポイント低くなっています。 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

全  体 (N=1,547)

男　性 (N=518)

女　性 (N=1,018)
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％

１．行動や生き方が自由にできる

２．異性との交際が自由にできる

３．友人などと広い人間関係が保てる

４．職業を持ち社会とのつながりができる

５．現在の家族とのつながりが保てる

６．経済的に余裕がある

７．家族を養う責任がなく気楽である

８．その他

不明・無回答

90.3

17.2

34

17.8

8.6

42.7

34.7

1.6

0.3

89.3

20.1

29.8

6.1

3.7

51.1

43.3

1.5

0.3

91.0

15.1

36.7

25.1

11.6

37.4

29.4

1.7

0.3

0 20 40 60 80 100

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚している」で「３．友人などと広い人間関係が保てる」，「職業を持ち社会

とのつながりができる」の割合が他の区分に比べ高くなっています。また，「結婚していたことはあるが，

離（死）別した」，「結婚していない」で「２．異性との交際が自由にできる」の割合が，「結婚していない」

で「７．家族を養う責任がなく気楽である」の割合が他の区分に比べ高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

行
動
や
生
き
方
が
自
由

に
で
き
る 

異
性
と
の
交
際
が
自
由

に
で
き
る 

友
人
な
ど
と
広
い
人
間

関
係
が
保
て
る 

職
業
を
持
ち
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
る 

現
在
の
家
族
と
の
つ
な

が
り
が
保
て
る 

経
済
的
に
余
裕
が
あ
る 

家
族
を
養
う
責
任
が
な

く
気
楽
で
あ
る 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

結婚している 993  90.5  17.1  36.4  21.3  4.2  42.3  31.3  3.2  4.0  

結婚していたことはあるが，離（死）別した 101  85.1  25.7  26.7  12.9  10.9  43.6  17.8  0.0 4.0  

結婚していない 453  83.9  25.8  20.5  8.8  9.3  40.2  41.9  3.1  0.2  

 

 

0 20 40 60 80 100

全  体 (N=1,777)
男　性 (N=675)
女　性 (N=1,096)
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％

１．子どもを持てない

２．老後がひとりで不安

３．精神的な安らぎの場が得られない

４．経済的に不安

５．親や周囲からの期待にこたえられない

６．その他

７．特に心配や不安はない

不明・無回答

47.3

73.9

28.8

24.0

28.8

2.2

4.6

6.1

47.9

71.9

33.7

13.2

29.6

1.8

5.9

6.7

47.1

75.5

26.2

29.9

28.9

2.5

3.9

5.0

0 20 40 60 80

 

問１４ 独身生活を続けるとした場合，どんな心配や不安がありますか。当てはまる番号

３つまでに○をつけてください。 

「２．老後がひとりで不安」の割合が７３．９％と最も高く，次いで「１．子どもを持てない」の割合

が４７．３％，「３．精神的な安らぎの場が得られない」，「５．親や周囲からの期待にこたえられない」の

割合が２８．８％となっています。 

性別にみると，「４．経済的に不安」については，「男性」が１３．２％に対し，「女性」が２９．９％と

１６．７ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「３．精神的な安らぎの場が得られない」の割合が低くなっています。ま

た，女性で「１．子どもを持てない」の割合が８．５ポイント低く，男性で「２．老後がひとりで不安」

の割合が７．８ポイント高くなっています。 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80

全  体 (N=1,842)

男　性 (N=608)

女　性 (N=1,212)
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

１．子どもを持てない

２．老後がひとりで不安

３．精神的な安らぎの場が得られない

４．経済的に不安

５．親や周囲からの期待にこたえられない

６．その他

７．特に心配や不安はない

８．不明・無回答

52.9

72.1

35.3

23.7

25.6

2.3

7.0

2.7

48.2

64.1

42.4

11.5

25.0

2.4

12.7

2.1

55.6

77.2

30.8

31.5

26.0

2.2

3.3

3.1

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

全  体 (N=2,140)
男　性 (N=827)
女　性 (N=1,306)

不明・無回答
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％

１．自分の仕事のこと

２．自分の家族のこと

３．相手の家族や親戚とのつきあい

４．結婚後の生活費のこと

５．結婚後のすまいのこと

６．結婚後の家事などのこと

７．出産や子どもを持つこと

８．結婚相手との相性のこと

９．その他

10．特に心配や不安はない

不明・無回答

27.6

13.7

45.8

42.3

12.3

9.6

29.6

30.6

1.8

6.2

8.3

26.3

12.7

32.6

47.9

16.1

6.7

27.6

23.8

2.0

8.7

10.2

28.7

14.4

53.1

40.1

10.6

11.2

31.0

34.6

1.8

4.4

6.5

0 20 40 60

 

問１５ 結婚を考える場合，どんな心配や不安がありますか。当てはまる番号３つまでに

○をつけてください。 

「３．相手の家族や親戚とのつきあい」の割合が４５．８％と最も高く，次いで「４．結婚後の生活費

のこと」の割合が４２．３％，「８．結婚相手との相性のこと」の割合が３０．６％となっています。 

性別にみると，男性は「４．結婚後の生活費のこと」，女性は「３．相手の家族や親戚とのつきあい」が

それぞれ最も高くなっています。 

平成２０年調査と比較すると，「４．結婚後の生活費のこと」の割合が低くなっています。また，女性で

「８．結婚相手との相性のこと」の割合が高くなっています。 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60

全  体 (N=1,842)

男　性 (N=608)

女　性 (N=1,212)
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％

１．自分の仕事のこと

２．自分の家族のこと

３．相手の家族や親戚とのつきあい

４．結婚後の生活費のこと

５．結婚後のすまいのこと

６．結婚後の家事などのこと

７．出産や子どもを持つこと

８．結婚相手との相性のこと

９．その他

10．特に心配や不安はない

不明・無回答

30.0

14.2

41.9

49.3

14.9

10.7

31.3

24.9

1.8

7.6

2.7

28.9

11.4

30.1

56.6

21.9

5.8

28.9

23.1

2.2

9.7

1.8

30.8

16.0

49.3

44.6

10.3

13.9

32.7

26.0

1.5

6.4

3.1

0 20 40 60

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60

全  体 (N=2,140)

男　性 (N=827)

女　性 (N=1,306)
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問１６ 結婚生活を始めるとした場合，失いたくないものは何ですか。もっとも失いたく

ないものの番号１つだけに○をつけてください。 

「３．現在の生活水準」の割合が２１．０％と最も高く，次いで「７．特にない」の割合が１８．６％，

「６．自由な時間」の割合が１８．３％，「１．現在の仕事」の割合が１３．９％となっています。 

平成２０年調査と比較すると，「６．自由な時間」の割合が低くなっており，特に女性で７．９ポイント

低くなっています。 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306 9.1

14.4

11.2

0.9

0.7

0.8

28.1

19.6

24.8

8.0

13.2

10.0

1.5

1.3

1.4

25.8

20.2

23.6

15.4

20.9

17.6

3.3

2.9

3.1

7.9

6.8

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.214.49.1 0.80.70.9 24.819.628.1 10.013.28.0 1.41.31.5 23.620.225.8 17.620.915.4 3.12.93.3 7.56.87.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．現在の仕事 ２．現在の住居 ３．現在の生活水準

４．現在の趣味 ５．自分の姓 ６．自由な時間

７．特にない ８．その他 ９．不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 13.3

15.6

13.9

2.6

1.6

2.3

22.9

17.8

21.0

7.0

12.3

8.7

0.3

1.0

0.5

17.9

19.6

18.3

18.5

18.3

18.6

5.8

2.1

4.5

11.6

11.7

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.915.613.3 2.31.62.6 21.017.822.9 8.712.37.00.51.00.3 18.319.617.9 18.618.318.5 4.52.15.8 12.211.711.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．現在の仕事 ２．現在の住居 ３．現在の生活水準
４．現在の趣味 ５．自分の姓 ６．自由な時間
７．特にない ８．その他 不明・無回答

13.915.613.3 2.31.62.6 21.017.822.9 8.712.37.00.51.00.3 18.319.617.9 18.618.318.5 4.52.15.8 12.211.711.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．現在の仕事 ２．現在の住居 ３．現在の生活水準
４．現在の趣味 ５．自分の姓 ６．自由な時間
７．特にない ８．その他 不明・無回答
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N=1,842

(１) 家事や育児は，男女を問わず平等に
     分担すべきだ

(２) 結婚したら，女性は家事や育児に
     専念すべきである

(３) 仕事よりも家庭や家族の方が大切だ

(４) 乳幼児期の子どもは，保育園（所）などに
     預けず，親が全面的に子育てを行うべきだ

(５) 子どものことも大事だが，自分自身の生活も
　　　大事にしたい

(６) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい

(７) 結婚しないで子どもを持ってもかまわない

(８) 両親等から子育ての手助け・支援を受けたい

(９) 結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい

(10)結婚しても，夫婦別姓でもかまわない

28.3

4.5

29.9

10.3

18.2

44.7

24.2

27.6

30.6

25.5

38.4

17.3

40.3

27.5

43.4

28.4

18.9

40.6

26.8

18.3

21.3

42.5

17.8

29.5

26.1

12.6

26.9

19.2

19.4

23.3

7.1

32.9

4.9

29.4

6.2

8.0

24.4

7.9

14.3

24.5

2.5

0.8

5.1

1.2

3.9

4.1

3.1

2.7

6.9

6.3

2.4

2.1

2.1

2.1

2.1

2.1

2.4

2.1

2.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  

問１７ 家族や家庭に関する次のような考え方について，どう思いますか。各項目につき

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「１．そう思う」と「２．どちらかと言えばそう思う」を合わせた『そう思う』の割合が高い項目は，

「(６) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい」が７３．１％と最も高くなっています。 

一方で，「３．あまりそう思わない」と「４．そう思わない」を合わせた『そう思わない』の割合が高い

項目は，「(２) 結婚したら，女性は家事や育児に専念すべきである」が７５．４％と最も高くなっていま

す。 

性別にみると，「(８) 両親等から子育ての手助け・支援を受けたい」については，『そう思う』の割合が

「男性」が６０．７％に対し，「女性」が７２．５％と１１．８ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「１．そう思う」と「２．どちらかと言えばそう思う」を合わせた『そう

思う』で「子どものことも大事だが，自分自身の生活も大事にしたい」，「結婚は個人の自由なので，して

もしなくてもよい」の割合が低くなっています。 

一方で，「３．あまりそう思わない」と「４．そう思わない」を合わせた『そう思わない』で「乳幼児期

の子どもは，保育園（所）などに預けず，親が全面的に子育てを行うべきだ」の割合が１１．４ポイント

高くなっています。 

 

 

 

 

【平成２５年】 

〔全体〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.324.830.0 38.442.936.6 21.320.422.1 7.18.76.3 2.52.02.82.41.22.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．そう思う ２．どちらかと言えばそう思う

３．あまりそう思わない ４．そう思わない

５．わからない 不明・無回答
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N=608

(１) 家事や育児は，男女を問わず平等に
     分担すべきだ

(２) 結婚したら，女性は家事や育児に
     専念すべきである

(３) 仕事よりも家庭や家族の方が大切だ

(４) 乳幼児期の子どもは，保育園（所）などに
     預けず，親が全面的に子育てを行うべきだ

(５) 子どものことも大事だが，自分自身の生活も
　　　大事にしたい

(６) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい

(７) 結婚しないで子どもを持ってもかまわない

(８) 両親等から子育ての手助け・支援を受けたい

(９) 結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい

(10)結婚しても，夫婦別姓でもかまわない 20.6
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19.6
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1.2
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1.2

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
N=608

(１) 家事や育児は，男女を問わず平等に
     分担すべきだ

(２) 結婚したら，女性は家事や育児に
     専念すべきである

(３) 仕事よりも家庭や家族の方が大切だ

(４) 乳幼児期の子どもは，保育園（所）などに
     預けず，親が全面的に子育てを行うべきだ

(５) 子どものことも大事だが，自分自身の生活も
　　　大事にしたい

(６) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい

(７) 結婚しないで子どもを持ってもかまわない

(８) 両親等から子育ての手助け・支援を受けたい

(９) 結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい

(10)結婚しても，夫婦別姓でもかまわない 20.6

27.0

22.0

19.6

44.1

17.1

9.7

25.5

6.3

24.8

18.9

29.8

38.7

21.5

29.1

39.8

32.6

41.8

14.8

42.9

24.2

19.6

26.0

25.3

11.3

30.4

25.7

20.1

43.6
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1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

 

〔男性〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔女性〕 

 

28.324.830.0 38.442.936.6 21.320.422.1 7.18.76.3 2.52.02.82.41.22.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．そう思う ２．どちらかと言えばそう思う

３．あまりそう思わない ４．そう思わない

５．わからない 不明・無回答

N=1,212

(１) 家事や育児は，男女を問わず平等に
     分担すべきだ

(２) 結婚したら，女性は家事や育児に
     専念すべきである

(３) 仕事よりも家庭や家族の方が大切だ

(４) 乳幼児期の子どもは，保育園（所）などに
     預けず，親が全面的に子育てを行うべきだ

(５) 子どものことも大事だが，自分自身の生活も
　　　大事にしたい

(６) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい

(７) 結婚しないで子どもを持ってもかまわない

(８) 両親等から子育ての手助け・支援を受けたい

(９) 結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい

(10)結婚しても，夫婦別姓でもかまわない 28.5

32.8

30.8

26.9

45.5

19.1

10.7

31.8
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30.0

18.3
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
N=1,212

(１) 家事や育児は，男女を問わず平等に
     分担すべきだ

(２) 結婚したら，女性は家事や育児に
     専念すべきである

(３) 仕事よりも家庭や家族の方が大切だ

(４) 乳幼児期の子どもは，保育園（所）などに
     預けず，親が全面的に子育てを行うべきだ

(５) 子どものことも大事だが，自分自身の生活も
　　　大事にしたい

(６) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい

(７) 結婚しないで子どもを持ってもかまわない

(８) 両親等から子育ての手助け・支援を受けたい

(９) 結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい

(10)結婚しても，夫婦別姓でもかまわない 28.5

32.8

30.8

26.9

45.5

19.1

10.7

31.8

3.7

30.0

18.3

25.2

41.7
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18.8
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0% 20% 40% 60% 80% 100%



Ⅲ 調査結果 

37 

N=827

(１) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい

(２) 夫婦別姓でもかまわない

(３) 結婚したら，女性は家事や育児に専念
　　　すべきである

(４) 結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい

(５) 結婚しないで子どもを持ってもかまわない

(６) 子どものことも大事だが，自分自身の生活も
　　　大事にしたい

(７) 乳幼児期の子どもは，保育所などに預けず，
　　　親が全面的に子育てを行うべきだ

(８) 男女は家事や育児を平等に分担すべきだ

(９) 仕事よりも家庭や家族の方が大切だ

(10)　両親等から子育ての手助け・支援を受けたい 20.9

26.2

24.9

18.9

28.4

14.0

25.6
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=2140

(１) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい

(２) 夫婦別姓でもかまわない

(３) 結婚したら，女性は家事や育児に専念
　　　すべきである

(４) 結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい

(５) 結婚しないで子どもを持ってもかまわない

(６) 子どものことも大事だが，自分自身の生活も
　　　大事にしたい

(７) 乳幼児期の子どもは，保育所などに預けず，
　　　親が全面的に子育てを行うべきだ

(８) 男女は家事や育児を平等に分担すべきだ

(９) 仕事よりも家庭や家族の方が大切だ

(10)　両親等から子育ての手助け・支援を受けたい 27.4

32.0

27.7

15.7

30.2

16.5

28.2
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32.3
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

【平成２０年】 

〔全体〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔男性〕 

 

 

 

 

 

28.324.830.0 38.442.936.6 21.320.422.1 7.18.76.3 2.52.02.82.41.22.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．そう思う ２．どちらかと言えばそう思う

３．あまりそう思わない ４．そう思わない

５．わからない 不明・無回答
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N=1306

(１) 結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい

(２) 夫婦別姓でもかまわない

(３) 結婚したら，女性は家事や育児に専念
　　 すべきである

(４) 結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい

(５) 結婚しないで子どもを持ってもかまわない

(６) 子どものことも大事だが，自分自身の生活も
　　　大事にしたい

(７) 乳幼児期の子どもは，保育所などに預けず，
　　 親が全面的に子育てを行うべきだ

(８) 男女は家事や育児を平等に分担すべきだ

(９) 仕事よりも家庭や家族の方が大切だ

(10)両親等から子育ての手助け・支援を受けたい 31.7

35.6

29.6

13.9

31.3
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〔女性〕 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.324.830.0 38.442.936.6 21.320.422.1 7.18.76.3 2.52.02.82.41.22.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．そう思う ２．どちらかと言えばそう思う

３．あまりそう思わない ４．そう思わない

５．わからない 不明・無回答
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問１８ 生き方のタイプがいくつか示してあります。それぞれ，最も近いと思われるタイ

プの番号を選び，回答欄に記入してください。 

 

【理想とする人生】 

「１．結婚し子どもを持つが，仕事は続ける」の割合が４１．１％と最も高く，次いで「２．結婚し子

どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）いったん退職し，子育て後に再び仕事を

持つ」の割合が３０．０％，「３．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）

退職し，その後は仕事を持たない」の割合が１９．２％となっています。 

性別にみると，「１．結婚し子どもを持つが，仕事は続ける」については「男性」が５９．０％に対し，

「女性」が３２．７％と２６．３ポイント，「２．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本

人又は配偶者が）いったん退職し，子育て後に再び仕事を持つ」については「男性」が２１．１％に対し，

「女性」が３４．３％と１３．２ポイント，「３．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本

人又は配偶者が）退職し，その後は仕事を持たない」については「男性」が１３．２％に対し，女性が 

２２．５％と９．３ポイントの差が生じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 32.7

59.0

41.1

34.3

21.1

30.0

22.5

13.2

19.2

4.0

1.2

3.0

2.4

3.3

2.7

4.0

2.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

41.1 59.032.7 30.0 21.134.3 19.2 13.222.5 3.01.24.0 2.73.32.4 4.02.34.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚し子どもを持つが，仕事は続ける

２．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）いったん退職し，子育て後に再び仕事を持つ

３．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）退職し，その後は仕事を持たない

４．結婚するが子どもは持たず，仕事を続ける

５．結婚せず，仕事を続ける

６．その他

不明・無回答
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単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実際の（実際になりそうな）人生】 

「２．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）いったん退職し，子育

て後に再び仕事を持つ」の割合が３７．０％と最も高く，次いで「１．結婚し子どもを持つが，仕事は続

ける」の割合が２９．９％，「５．結婚せず，仕事を続ける」の割合が１２．９％となっています。 

性別にみると，「１．結婚し子どもを持つが，仕事は続ける」については「男性」が４０．８％に対し女

性が２４．７％と１６．１ポイント，「２．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は

配偶者が）いったん退職し，子育て後に再び仕事を持つ」については「男性」が２５．７％に対し女性が

４２．９％と１７．２ポイントの差が生じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 24.7

40.8

29.9

42.9

25.7

37.0

8.8

9.0

8.8

3.9

1.2

2.9

10.5

18.1

12.9

5.6

1.6

4.2

3.6

3.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体

結婚し子
どもを持
つが，仕
事は続け
る

結婚し子ど
もを持つ
が，結婚や
出産の機
会に（回答
者本人又
は配偶者
が）いった
ん退職し，
子育て後に
再び仕事を
持つ

結婚し子ど
もを持つ
が，結婚や
出産の機
会に（回答
者本人又
は配偶者
が）退職し，
その後は仕
事を持たな
い

結婚する
が子ども
は持た
ず，仕事
を続ける

結婚せ
ず，仕事
を続ける

その他
不明・
無回答

1,842 757 552 354 56 49 0 74
100.0 41.1 30.0 19.2 3.0 2.7 0.0 4.0

608 359 128 80 7 20 0 14
100.0 59.0 21.1 13.2 1.2 3.3 0.0 2.3
1,212 396 416 273 49 29 0 49
100.0 32.7 34.3 22.5 4.0 2.4 0.0 4.0

全  体

男性

女性

29.9 40.824.7 37.0 25.742.9 8.89.08.8 2.91.2 3.9 12.918.110.5 4.21.65.6 4.23.63.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚し子どもを持つが，仕事は続ける

２．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）いったん退職し，子育て後に再び仕事を持つ

３．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）退職し，その後は仕事を持たない

４．結婚するが子どもは持たず，仕事を続ける

５．結婚せず，仕事を続ける

６．その他

不明・無回答
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N=1,842

(１) 異性と知り合うゆとりや機会が少ないから

(２) ひとりでも十分に充実した生活が送れるから

(３) 束縛されずに自由に生きたい人が
　　増えてきたから

(４) 対人関係がわずらわしく，苦手な人が
　　増えているから

(５) 結婚生活の失敗を恐れるから

(６) 社会の動向や環境問題に対して不安を
     感じるから

(７) フリーターなど所得が低い若者が
    増えているから

(８) 女性の経済的自立が進んでいるから

(９) 親から自立ができていない人が増えているから

(10)子どもがほしいと思わない人が増えているから 12.5

26.6

29.2

46.7

18.6

12.9

34.9

44.2

41.7

28.2

33.8

39.5

36.0

36.7

24.0

22.4

40.6

42.6

40.4

26.5

37.2

26.2

25.9

10.3

36.6

44.5

17.8

7.3

12.1

29.8

9.0

3.1

5.0

2.1

15.7

14.3

2.2

2.8

3.1

11.5

5.3

2.3

1.2

1.8

2.7

3.6

2.2

0.9

0.3

1.3

2.1

2.3

2.6

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

2.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問１９ 最近，結婚しない人や晩婚の人が増えている理由・原因として次のようなことが

考えられていますが，あなたはどう思いますか。各項目につき当てはまる番号１

つに○をつけてください。 

「１．そう思う」と「２．どちらかと言えばそう思う」を合わせた『そう思う』の割合が高い項目は，

「(３) 束縛されずに自由に生きたい人が増えてきたから」が最も高く８６．８％となっています。 

一方で，「３．あまりそう思わない」と「４．そう思わない」を合わせた『そう思わない』の割合が高い

項目は，「(５) 結婚生活の失敗を恐れるから」が５８．８％と最も高くなっています。 

平成２０年調査と比較すると，「１．そう思う」と「２．どちらかと言えばそう思う」を合わせた『そう

思う』の割合で，「(８) 女性の高収入化が進んでいるから」が２３．２ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.226.829.3 26.527.526.5 29.833.727.6 11.59.712.5 1.31.21.42.71.22.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．そう思う ２．どちらかと言えばそう思う

３．あまりそう思わない ４．そう思わない

５．わからない 不明・無回答
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.226.829.3 26.527.526.5 29.833.727.6 11.59.712.5 1.31.21.42.71.22.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．そう思う ２．どちらかと言えばそう思う

３．あまりそう思わない ４．そう思わない

５．わからない 不明・無回答

N=2,140

(１) 異性と知り合うゆとりや機会が少ないから

(２) ひとりでも十分に充実した生活が送れるから

(３) 束縛されずに自由に生きたい人が
     増えてきたから

(４) 対人関係がわずらわしく，苦手な人が
　　増えているから

(５) 結婚生活の失敗を恐れるから

(６) 地球環境や社会の動向に対して不安を
     感じるから

(７) フリーターなど所得が低い若者が
    増えているから

(８) 女性の高収入化が進んでいるから

(９) 親から自立ができていない人が増えているか
ら

(10)子どもがほしいと思わない人が増えているから 14.2

26.6

14.3

42.5

11.4

9.0

25.3

40.7

36.7

21.0

32.7

39.5

27.7

36.7

21.3

20.5

37.1

41.5

43.6

28.0

33.9

21.9

37.1

11.9

33.8

41.6

23.9

10.2

11.4

29.9

12.5

5.8

15.5

4.4

26.4

22.4

7.4

2.7

4.3

17.6

4.9

4.1

3.9

2.5

5.2

4.6

4.3

2.5

2.1

2.5

1.9

2.1

1.5

2.0

1.8

1.9

1.9

2.4

1.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,842

(１) 異性と知り合うゆとりや機会が少ないから

(２) ひとりでも十分に充実した生活が送れるから

(３) 束縛されずに自由に生きたい人が
　　増えてきたから

(４) 対人関係がわずらわしく，苦手な人が
　　増えているから

(５) 結婚生活の失敗を恐れるから

(６) 社会の動向や環境問題に対して不安を
     感じるから

(７) フリーターなど所得が低い若者が
    増えているから

(８) 女性の経済的自立が進んでいるから

(９) 親から自立ができていない人が増えているから

(10)子どもがほしいと思わない人が増えているから 12.5

26.6

29.2

46.7

18.6

12.9

34.9

44.2

41.7

28.2

33.8

39.5

36.0

36.7

24.0

22.4

40.6

42.6

40.4

26.5

37.2

26.2

25.9

10.3

36.6

44.5

17.8

7.3

12.1

29.8

9.0

3.1

5.0

2.1

15.7

14.3

2.2

2.8

3.1

11.5

5.3

2.3

1.2

1.8

2.7

3.6

2.2

0.9

0.3

1.3

2.1

2.3

2.6

2.3

2.3

2.3

2.3

2.3

2.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問２０ 結婚する機会を増やすため，行政がなんらかの支援策を実施することについてど

う思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「２．個人の問題ではあるが，行政が支援を行ってもかまわない」の割合が４５．２％と最も高く，次

いで「３．結婚しない人が増えれば少子化が進み個人の問題にとどまらないから，行政が積極的に支援す

べきである」の割合が２３．６％，「１．個人の問題なので，行政が支援策を実施するのはおかしい」の割

合が２２．６％となっています。 

性別にみると，「１．個人の問題なので，行政が支援策を実施するのはおかしい」については「男性」が

１６．０％に対し女性が２６．３％と１０．３ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，女性で「２．個人の問題ではあるが，行政が支援を行ってもかまわない」

の割合が６．０ポイント低く，男性で「１．個人の問題なので，行政が支援策を実施するのはおかしい」

の割合が７．１ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306

22.5

23.1

22.2

47.9

45.7

49.3

19.8

22.0

18.3

2.8

3.0

2.7

5.7

4.5

6.5

1.3

1.7

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.523.122.2 47.945.749.3 19.822.018.3 2.83.02.7 5.74.56.51.31.71.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．個人の問題なので，行政が支援策を実施するのはおかしい

２．個人の問題ではあるが，行政が支援を行ってもかまわない

３．結婚しない人が増えれば少子化が進み個人の問題にとどまらないから，
行政が積極的に支援すべきである
４．その他

５．わからない

６．不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 26.3

16.0

22.6

43.3

50.0

45.2

21.8

26.8

23.6

1.6

3.5

2.2

4.9

2.6

4.1

2.1

1.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.616.026.3
45.250.0 43.3

23.626.821.8
2.23.51.6

4.12.6
4.9

2.41.22.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．個人の問題なので，行政が支援策を実施するのはおかしい

２．個人の問題ではあるが，行政が支援を行ってもかまわない

３．結婚しない人が増えれば少子化が進み個人の問題にとどまらないから，
行政が積極的に支援すべきである

４．その他

５．わからない

不明・無回答

22.616.0 26.3
45.250.0 43.3

23.626.821.8
2.23.51.6

4.12.6
4.9

2.41.22.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．個人の問題なので，行政が支援策を実施するのはおかしい

２．個人の問題ではあるが，行政が支援を行ってもかまわない

３．結婚しない人が増えれば少子化が進み個人の問題にとどまらないから，行政が積極的に支援すべきである

４．その他

５．わからない

不明・無回答
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11.112.510.2 11.312.810.4 20.721.520.1 5.74.76.3 4.33.54.9 33.430.635.1 2.93.92.3 7.38.16.8 3.32.43.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚したい男女の出会いの場づくり

２．企業等の雇用主に働きかけ，労働時間の短縮を普及させる

３．企業等の雇用主に正規職員の雇用を働きかける

４．男女が共に社会参加や自己実現できる意識改革を推進する

５．男性の家事・育児への参加を推進する学習の場などを増やす

６．子育てしやすい社会環境づくり

７．その他

８．特にない

不明・無回答

 

問２１ 結婚の支援のため，行政が実施することが望ましい政策はどのようなものと考え

ますか。もっとも望ましいと考える番号１つに○をつけてください。 

「７．保育園（所）等に子どもを預けられるなど，働きながら子育てができる環境づくりを進める」の

割合が２１．８％と最も高く，次いで「４．企業等の雇用主に正規職員の雇用を働きかける」の割合が 

２１．４％，「１．結婚したい男女の出会いの場づくり」の割合が 20.9％となっています。 

性別にみると，大きな差はみられません。 

平成２０年調査と比較すると，「１．結婚したい男女の出会いの場づくり」の割合が高くなっており，特

に女性で１０．３ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306 10.2

12.5

11.1

10.4

12.8

11.3

20.1

21.5

20.7

6.3

4.7

5.7

4.9

3.5

4.3

35.1

30.6

33.4

2.3

3.9

2.9

6.8

8.1

7.3

3.8

2.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.112.510.2 11.312.810.4 20.721.520.1 5.74.76.3 4.33.54.9 33.430.635.1 2.93.92.3 7.38.16.8 3.32.43.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚したい男女の出会いの場づくり

２．企業等の雇用主に働きかけ，労働時間の短縮を普及させる

３．企業等の雇用主に正規職員の雇用を働きかける

４．男女が共に社会参加や自己実現できる意識改革を推進する

５．男性の家事・育児への参加を推進する学習の場などを増やす

６．子育てしやすい社会環境づくり

７．その他

８．特にない

不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212

20.9

22.5

20.5

8.1

9.9

7.3

13.9

13.3

14.4

21.4

21.9

20.9

2.3

2.3

2.3

3.5

1.6

4.4

21.8

19.4

23.3

3.5

4.9

2.6

4.7

4.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚したい男女の出会いの場づくり

２．企業等の雇用主に働きかけ，労働時間の短縮を普及させる

３．企業等の雇用主に働きかけ，男女共に育児に関する休暇を取得しやすい環境づくりを進める

４．企業等の雇用主に正規職員の雇用を働きかける

５．男女が共に社会参加や自己実現できる意識改革を推進する

６．男性の家事・育児への参加を促すための取組や啓発を進める

７．保育園（所）等に子どもを預けられるなど，働きながら子育てができる環境づくりを進める

８．その他

不明・無回答
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４ 出産について 

問２２ あなたは何人のお子さんがいますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「子どもはいない（予定はない）」の割合が３９．６％と最も高く，次いで「２人」の割合が２９．８％，

「１人」の割合が１９．０％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚している」人で「２人の子どもがいる人」が４４．２％と他の区分に比べ

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

結婚している 1,172

結婚していたことはあ
るが，離（死）別した

114

結婚していない 538

2.4

28.1

26.0

19.0

0.7

23.7

44.2

29.8

7.0

11.7

7.9

1.3

4.4

1.8

1.8

92.4

36.8

16.2

39.6

3.2

0.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.026.028.12.4 29.8 44.223.70.7 7.9 11.77.01.8 1.84.41.3 39.6 16.236.892.4 2.00.13.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１人 ２．２人
３．３人 ４．４人以上
５．子どもはいない（予定はない） 不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 18.2

20.2

19.0

34.7

20.7

29.8

5.9

11.8

7.9

1.1

3.3

1.8

38.7

42.8

39.6

1.5

1.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.020.218.2 29.820.734.7 7.911.8 5.91.83.3 1.1 39.642.838.7 2.01.21.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１人 ２．２人
３．３人 ４．４人以上
５．子どもはいない（予定はない） 不明・無回答

19.020.218.2 29.820.734.7 7.911.8 5.91.83.3 1.1 39.642.838.7 2.01.21.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人
３人 ４人以上
子どもはいない（予定はない） 不明・無回答
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N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 5.9

6.7

6.1

51.7

43.8

48.5

34.8

30.6

33.6

1.3

4.6

2.4

2.1

7.1

3.7

1.9

6.7

3.5

2.2

0.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.16.75.9 48.543.851.7 33.630.6 34.8 2.44.6 1.33.77.1 2.13.56.71.92.20.52.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１人 ２．２人

３．３人 ４．４人以上

５．多ければ多いほうがいい ６．欲しくない

不明・無回答

 

問２３ あなたが，できれば持ちたい「理想」の子どもの数は何人ですか。当てはまる番

号１つに○をつけてください。 

「２人」の割合が４８．５％と最も高く，次いで「３人」の割合が３３．６％，「１人」の割合が６．１％

となっています。 

性別にみると，「２人」については「男性」が４３．８％に対し女性が５１．７％と７．９ポイントの差

が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，男性で「２人」の割合が低くなっており，特に９．３ポイント低くなっ

ています。 

  

 

 

 

 

【平成２５年】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306

3.7

4.4

3.9

53.4

53.1

53.4

30.9

26.4

29.1

2.0

1.9

2.0

3.1

4.1

3.5

3.6

5.6

4.3

3.4

4.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.94.43.7 53.453.153.4 29.126.430.9 2.01.9 2.03.54.13.14.35.63.63.84.63.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１人 ２．２人

３．３人 ４．４人以上

５．多ければ多いほうがいい ６．欲しくない

７．不明・無回答

6.16.75.9 48.543.851.7 33.630.6 34.8 2.44.6 1.33.77.1 2.13.56.71.92.20.52.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人

３人 ４人以上

多ければ多いほうがいい 欲しくない

不明・無回答
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［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚している人」で「３人の子どもを理想とする人」が 40.5％と他の区分に

比べ高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

結婚している 1,172

結婚していたことはあ
るが，離（死）別した

114

結婚していない 538 9.3

5.3

6.1

47.8

50.0

49.4

48.5

20.6

28.9

40.5

33.6

1.3

10.5

2.1

2.4

7.2

4.4

2.1

3.7

9.7

6.1

0.4

3.5

4.1

0.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.15.39.3 48.549.450.0 47.8 33.640.528.920.6 2.4 2.110.51.3 3.7 2.14.47.2 3.50.46.19.7 2.20.14.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１人 ２．２人

３．３人 ４．４人以上

５．多ければ多いほうがいい ６．欲しくない

不明・無回答

6.16.75.9 48.543.851.7 33.630.6 34.8 2.44.6 1.33.77.1 2.13.56.71.92.20.52.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人

３人 ４人以上

多ければ多いほうがいい 欲しくない

不明・無回答
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問２４ 現実にいる子どもの数，もしくは持とうと予定している子どもの数は理想と比べ

ていかがですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「３．少ない」の割合が 48.9％と最も高く，「２．同じ」の割合が４１．３％，「１．多い」の割合が

３．９％となっています。 

性別にみると，「３．少ない」については「男性」が４５．２％に対し女性が５１．０％と５．８ポイン

トの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「３．少ない」の割合が高くなっており，特に女性で９．７ポイント高く

なっています。 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306

2.1

2.1

2.1

43.6

42.2

42.9

41.3

43.2

42.1

13.1

12.6

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.12.12.1 42.942.243.6 42.143.241.3 12.912.613.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．多い ２．同じ ３．少ない ４．不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212

3.3

5.1

3.9

41.1

42.6

41.3

51.0

45.2

48.9

4.6

7.1

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.95.13.3 41.342.641.1 48.945.251.0 6.07.14.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．多い ２．同じ ３．少ない 不明・無回答

3.95.13.3 41.342.641.1 48.945.251.0 6.07.14.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．多い ２．同じ ３．少ない 不明・無回答
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［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚していたことはあるが，離（死）別した人」で「３．少ない」が６８．４％

と他の区分に比べ高くなっています。 



 

 

 
N =

全  体 1,842

結婚している 1,172

結婚していたことはあ
るが，離（死）別した

114

結婚していない 538

3.9

3.8

5.0

41.3

44.6

31.6

37.4

48.9

50.0

68.4

44.1

6.0

1.6

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.93.85.0 41.344.631.6 37.4 48.950.068.444.1 6.01.613.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．多い ２．同じ ３．少ない 不明・無回答

3.95.13.3 41.342.641.1 48.945.251.0 6.07.14.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．多い ２．同じ ３．少ない 不明・無回答



Ⅲ 調査結果 

50 

％

１．結婚するつもりがないから

２．仕事や趣味を優先したいから

３．妊娠・出産が大変だから

４．育児が大変だから

５．育児と仕事の両立が困難だから

６．子どもが好きではないから

７．健康上の理由で妊娠・出産が困難だから

８．育児に家族の協力が得られないから

９．保育園（所）や学童保育など子育て
     支援施策が不十分だから

10．出産・育児・教育にお金がかかるから

11．自然環境・社会環境が良くないから

12．定年退職までに子どもが成人してほしいから

13．夫婦の生活を大切にしたいから

14．配偶者・パートナーが子どもを
      欲しがらないから

15．その他

不明・無回答

11.4

10.8

11.1

18.8

18.6

2.4

13.1

5.2

9.0

42.6

3.7

0.9

1.1

4.0

18.5

11.8

11.9

15.4

10.9

19.9

14.4

3.5

7.4

5.8

6.7

45.2

6.7

0.6

2.2

2.2

17.0

12.5

11.3

8.6

10.4

18.5

20.9

1.9

15.1

4.8

10.2

40.6

2.2

1.1

0.5

4.9

19.4

11.6

0 20 40 60

問２５，問２６は，問２３で「欲しくない」または問２４で「少ない」を選んだ方にお聞

きします。 

問２５ 子どもを持たない理由，あるいは実際には理想より少なくなりそうな理由はどん

なことが考えられますか。当てはまる番号３つまでに○をつけてください。 

「１０．出産・育児・教育にお金がかかるから」の割合が４２．６％と最も高く，次いで「４．育児が

大変だから」の割合が１８．８％，「５．育児と仕事の両立が困難だから」の割合が１８．６％となってい

ます。 

性別にみると，「２．仕事や趣味を優先したいから」については「男性」が１５．４％に対し女性が 

８．６％と 6.8 ポイント，「５．育児と仕事の両立が困難だから」については「男性」が１４．４％に対

し女性が２０．９％と６．５ポイント，「７．健康上の理由で妊娠・出産が困難だから」については「男性」

が７．４％に対し女性が１５．１％と７．７ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「７．健康上の理由で妊娠・出産が困難だから」，「１．結婚するつもりが

ないから」の割合が高くなっており，特に女性で高くなっています。 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60

全  体 (N=948)
男　性 (N=312)
女　性 (N=628)
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.96.1 9.4 16.2 20.23.24.12.9 15.9 45.78.52.03.02.9 8.7 23.6

8.97.95.6 15.317.63.33.61.8 13.5 43.111.51.83.62.8 8.7 25.5

3.84.9 12.0 16.9 21.83.14.53.7 17.4 47.46.32.12.63.0 8.5 22.5

0 20 40 60

全  体 (N=970)

男　性 (N=392)

女　性 (N=574)

％

１．結婚するつもりがないから

２．仕事や趣味を優先したいから

３．妊娠・出産が大変だから

４．育児が大変だから

５．育児と仕事の両立が困難だから

６．子どもが好きではないから

７．健康上の理由で妊娠・出産が困難だから

８．育児に家族の協力が得られないから

９．保育サービスなどの社会的支援体制が
　　不十分だから

10．出産・育児・教育にお金がかかるから

11．自然環境・社会環境が良くないから

12．定年退職までに子どもが成人してほしいから

13．夫婦の生活を大切にしたいから

14．配偶者・パートナーが子どもを欲しがら
     ないから

15．その他

16．不明・無回答

5.9

6.1

9.4

16.2

20.2

3.2

4.1

2.9

15.9

45.7

8.5

2.0

3.0

2.9

8.7

23.6

8.9

7.9

5.6

15.3

17.6

3.3

3.6

1.8

13.5

43.1

11.5

1.8

3.6

2.8

8.7

25.5

3.8

4.9

12.0

16.9

21.8

3.1

4.5

3.7

17.4

47.4

6.3

2.1

2.6

3.0

8.5

22.5

0 20 40 60

不明・無回答
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［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚している」，「結婚していない」で「１０．出産・育児・教育にお金がかか

るから」が最も高くなっています。また，「結婚していない」で「１．結婚するつもりがないから」，「２．

仕事や趣味を優先したいから」の割合が他の区分に比べ高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

結
婚
す
る
つ
も
り
が
な
い
か
ら 

仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
た
い
か
ら 

妊
娠
・
出
産
が
大
変
だ
か
ら 

育
児
が
大
変
だ
か
ら 

育
児
と
仕
事
の
両
立
が
困
難
だ
か
ら 

子
ど
も
が
好
き
で
は
な
い
か
ら 

健
康
上
の
理
由
で
妊
娠
・
出
産
が
困
難
だ
か
ら 

育
児
に
家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら 

結婚している 591  2.9  6.9  10.0  16.9  17.8  1.7  14.7  5.4  

結婚していたことはあるが，離（死）別した 79  6.3  1.3  10.1  17.7  8.9  7.6  24.1  16.5  

結婚していない 278  30.9  21.6  13.7  23.0  23.0  2.5  6.5  1.4  

 

区分 

保
育
園
（
所
）
や
学
童
保
育
な
ど
子
育
て
支
援

施
策
が
不
十
分
だ
か
ら 

出
産
・
育
児
・
教
育
に
お
金
が
か
か
る
か
ら 

自
然
環
境
・
社
会
環
境
が
良
く
な
い
か
ら 

定
年
退
職
ま
で
に
子
ど
も
が
成
人
し
て
ほ
し
い

か
ら 

夫
婦
の
生
活
を
大
切
に
し
た
い
か
ら 

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
子
ど
も
を
欲
し
が
ら

な
い
か
ら 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

 

結婚している 8.1  45.5  2.7  1.5  1.5  6.4  18.1  15.2   

結婚していたことはあるが，離（死）別した 0.0 17.7  0.0 0.0 0.0 0.0 27.8  7.6   

結婚していない 13.3  43.5  6.8  0.0 0.4  0.0 16.5  5.8   
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［性別と結婚の有無別］ 

性別と結婚の有無別にみると，「結婚していない男性」で「１．結婚するつもりがないから」，「２．仕事

や趣味を優先したいから」の割合が他の区分に比べ高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

結
婚
す
る
つ
も
り
が
な
い
か
ら 

仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
た
い
か
ら 

妊
娠
・
出
産
が
大
変
だ
か
ら 

育
児
が
大
変
だ
か
ら 

育
児
と
仕
事
の
両
立
が
困
難
だ
か
ら 

子
ど
も
が
好
き
で
は
な
い
か
ら 

健
康
上
の
理
由
で
妊
娠
・
出
産
が
困
難
だ
か
ら 

育
児
に
家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら 

男性 結婚している 183  0.5  4.4  8.2  16.4  14.2  2.7  10.9  6.0  

    結婚していたことはあるが，離（死）別 26  0.0 0.0 0.0 26.9  0.0 0.0 7.7  26.9  

    結婚していない 103  35.0  38.8  18.4  24.3  18.4  5.8  1.0  0.0 

女性 結婚している 400  4.0  8.3  9.5  17.5  19.8  1.3  15.3  5.0  

    結婚していたことはあるが，離（死）別 53  9.4  1.9  15.1  13.2  13.2  11.3  32.1  11.3  

    結婚していない 175  28.6  11.4  10.9  22.3  25.7  0.6  9.7  2.3  

 

区分 

保
育
園
（
所
）
や
学
童
保
育
な
ど
子
育
て
支
援

施
策
が
不
十
分
だ
か
ら 

出
産
・
育
児
・
教
育
に
お
金
が
か
か
る
か
ら 

自
然
環
境
・
社
会
環
境
が
良
く
な
い
か
ら 

定
年
退
職
ま
で
に
子
ど
も
が
成
人
し
て
ほ
し
い

か
ら 

夫
婦
の
生
活
を
大
切
に
し
た
い
か
ら 

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
子
ど
も
を
欲
し
が
ら

な
い
か
ら 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

 

男性 結婚している 8.7  47.0  4.4  1.1  3.3  3.8  17.5  19.1   

    結婚していたことはあるが，離（死）別 0.0 26.9  0.0 0.0 0.0 0.0 23.1  15.4   

    結婚していない 4.9  46.6  12.6  0.0 1.0  0.0 14.6  0.0  

女性 結婚している 8.0  43.8  2.0  1.8  0.8  7.8  18.8  13.8   

    結婚していたことはあるが，離（死）別 0.0 13.2  0.0 0.0 0.0 0.0 30.2  3.8   

    結婚していない 18.3  41.7  3.4  0.0 0.0 0.0 17.7  9.1   
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％

１．育児休業制度の充実

２．育児・家事に関する家族等のバックアップ

３．職場における理解や支援

４．地域や社会全体での子育ての応援体制

５．職場内保育施設の整備

６．長時間保育の実施

７．待機することなく入所できる保育園（所）

８．待機することなく利用できる学童保育

９．子どもが病気やケガのときに預けられる施設
　　の充実

10．子どもの安心安全な活動場所の確保

11．出産費用の負担軽減措置

12．保育料の軽減措置

13．その他の子育て・教育費用の負担軽減措置

14．その他

不明・無回答

19.2

11.9

23.9

8.9

5.6

9.0

19.4

5.0

9.4

4.3

20.0

19.0

32.9

20.9

12.2

17.6

6.1

16.0

13.5

2.9

11.5

15.4

3.8

8.7

4.5

16.3

12.5

33.7

20.5

16.3

20.1

14.8

28.0

6.5

7.0

6.8

21.5

5.6

9.7

3.3

22.0

22.3

31.7

21.3

10.4

0 20 400 20 40

全  体 (N=948)
男　性 (N=312)
女　性 (N=628)

 

問２６ 以下の項目について，もし十分に条件が満たされていたら，子どもを持ったり，

理想の子どもの数に近づいていたと思いますか。これだけあればできるかもしれ

ないと思う最低限必要な項目に○をつけてください。 

「１３．その他の子育て・教育費用の負担軽減措置」の割合が３２．９％と最も高く，次いで「３．職

場における理解や支援」の割合が２３．９％，「１１．出産費用の負担軽減措置」の割合が２０．０％とな

っています。 

性別にみると，「２．育児・家事に関する家族等のバックアップ」については「男性」が６．１％に対し

女性が１４．８％と８．７ポイント，「３．職場における理解や支援」については「男性」が１６．０％に

対し女性が２８．０％と１２．０ポイント，「７．待機することなく入所できる保育園（所）」については

「男性」が１５．４％に対し女性が２１．５％と６．１ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「１１．出産費用の負担軽減措置」，「１２．保育料の軽減措置」の割合が

低くなっており，「１２．保育料の軽減措置」は男性で１７．６ポイント低くなっています。 

 

【平成２５年】 
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0204060

全  体 (N=970)

男　性 (N=392)

女　性 (N=574)

％

１．育児休業制度の充実

２．育児・家事に関する家族等のバックアップ

３．職場における理解や支援

４．地域や社会全体での子育ての応援体制

５．職場内保育所の整備

６．長時間保育の実施

７．待機することなく入所できる保育所

８．待機することなく入所できる学童保育所

９．子どもが病気やケガのときに預けられる施設
     の充実

10．子どもの安心安全な活動場所の確保

11．出産費用の負担軽減措置

12．保育料の軽減措置

13．その他の子育て・教育費用の負担軽減措置

14．その他

15．不明・無回答

17.6

14.6

26.0

13.6

11.9

10.9

23.1

11.9

14.8

12.7

34.3

31.9

40.4

6.7

20.9

16.3

9.7

21.4

13.3

8.7

9.2

19.6

10.2

11.7

11.7

33.2

30.1

38.5

6.6

25.3

18.6

17.9

29.3

13.9

14.1

12.2

25.4

13.1

17.1

13.4

34.8

33.1

42.0

6.8

18.1

0 20 40 60

不明・無回答
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［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚している」で「１２．保育料の軽減措置」，｢１３．その他の子育て・教育

費用の負担軽減措置」の割合が他の区分に比べ高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

育
児
休
業
制
度
の
充
実 

育
児
・
家
事
に
関
す
る
家
族
等
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

職
場
に
お
け
る
理
解
や
支
援 

地
域
や
社
会
全
体
で
の
子
育
て

の
応
援
体
制 

職
場
内
保
育
施
設
の
整
備 

長
時
間
保
育
の
実
施 

待
機
す
る
こ
と
な
く
入
所
で
き

る
保
育
園
（
所
） 

結婚している 591  17.3  8.5  20.6  9.8  5.1  6.8  17.6  

結婚していたことはあるが，離（死）別した 79  8.9  24.1  12.7  1.3  8.9  5.1  39.2  

結婚していない 278  26.3  15.8  34.2  9.0  5.8  14.7  17.6  

 

区分 

待
機
す
る
こ
と
な
く
利
用
で
き

る
学
童
保
育 

子
ど
も
が
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き

に
預
け
ら
れ
る
施
設
の
充
実 

子
ど
も
の
安
心
安
全
な
活
動
場

所
の
確
保 

出
産
費
用
の
負
担
軽
減
措
置 

保
育
料
の
軽
減
措
置 

そ
の
他
の
子
育
て
・
教
育
費
用
の

負
担
軽
減
措
置 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

結婚している 5.4  8.8  4.6  20.0  21.3  39.9  21.2  12.7  

結婚していたことはあるが，離（死）別した 0.0 7.6  0.0 16.5  13.9  17.7  20.3  7.6  

結婚していない 5.4  11.2  5.0  21.2  15.5  22.3  20.5  12.6  
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［性別と結婚の有無別］ 

性別と結婚の有無別にみると，「結婚していない男性」で「４．地域や社会全体での子育ての応援体制」

が，また「結婚していたことはあるが，離（死）別した女性」で「２．育児・家事に関する家族等のバッ

クアップ」の割合が他の区分に比べ高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

育
児
休
業
制
度
の
充
実 

育
児
・
家
事
に
関
す
る
家
族
等
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

職
場
に
お
け
る
理
解
や
支
援 

地
域
や
社
会
全
体
で
の
子
育
て

の
応
援
体
制 

職
場
内
保
育
施
設
の
整
備 

長
時
間
保
育
の
実
施 

待
機
す
る
こ
と
な
く
入
所
で
き

る
保
育
園
（
所
） 

男性 結婚している 183  19.7  6.0  13.7  9.3  1.1  10.9  14.8  

    結婚していたことはあるが，離（死）別 26  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.8  

    結婚していない 103  18.4  7.8  24.3  24.3  6.8  15.5  12.6  

女性 結婚している 400  16.3  9.5  24.0  10.0  7.0  3.5  19.0  

    結婚していたことはあるが，離（死）別 53  13.2  35.8  18.9  1.9  13.2  7.5  43.4  

    結婚していない 175  30.9  20.6  40.0  0.0 5.1  14.3  20.6  

 

区分 

待
機
す
る
こ
と
な
く
利
用
で
き

る
学
童
保
育 

子
ど
も
が
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き

に
預
け
ら
れ
る
施
設
の
充
実 

子
ど
も
の
安
心
安
全
な
活
動
場

所
の
確
保 

出
産
費
用
の
負
担
軽
減
措
置 

保
育
料
の
軽
減
措
置 

そ
の
他
の
子
育
て
・
教
育
費
用
の

負
担
軽
減
措
置 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

男性 結婚している 6.0  4.4  4.4  16.9  18.6  37.7  18.6  19.1  

    結婚していたことはあるが，離（死）別 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26.9  26.9  15.4  

    結婚していない 1.0  18.4  5.8  19.4  4.9  28.2  22.3  11.7  

女性 結婚している 5.3  10.8  3.3  21.5  22.8  39.8  22.8  10.0  

    結婚していたことはあるが，離（死）別 0.0 11.3  0.0 24.5  20.8  13.2  17.0  3.8  

    結婚していない 8.0  6.9  4.6  22.3  21.7  18.9  19.4  13.1  
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すべての方にお聞きします。 

問２７ あなたは出産後の実家との関わり方についてどう思っていますか。当てはまる番

号１つに○をつけてください。 

「２．近くに住みたい」の割合が８０．７％と最も高く，次いで「３．近くに住みたくない」の割合が

１０．９％，「１．同居したい」の割合が４．８％となっています。 

性別にみると，「２．近くに住みたい」については「男性」が７５．８％に対し女性が８３．７％と 

７．９ポイント，「３．近くに住みたくない」については「男性」が１４．３％に対し女性が９．２％と 

５．１ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306

3.3

6.0

4.3

85.2

74.5

81.1

7.2

14.1

9.9

0.7

0.6

0.7

3.6

4.7

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21408271306 4.36.03.381.174.585.29.914.17.20.70.60.74.04.73.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

全  体 １．同居したい

２．近くに住みたい ３．近くに住みたくない

４．両親はともに他界している 不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212

3.4

7.9

4.8

83.7

75.8

80.7

9.2

14.3

10.9

0.8

1.2

0.9

2.8

0.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.87.93.4 80.775.883.7 10.914.39.2 0.91.20.82.70.82.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．同居したい ２．近くに住みたい

３．近くに住みたくない ４．両親はともに他界している

不明・無回答

4.87.93.4 80.775.883.7 10.914.39.2 0.91.20.82.70.82.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．同居したい ２．近くに住みたい

３．近くに住みたくない ４．両親はともに他界している

不明・無回答
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問２７で「近くに住みたい」を選んだ方にお聞きします。 

問２７－２ 実家との理想的な距離は，車で何分くらいですか。 

「１０～２０分未満」の割合が３３．９％と最も高く，次いで「１０分未満」の割合が２７．７％， 

「３０～４０分未満」の割合が１９．７％となっています。 

性別にみると，「１０～２０分未満」については「男性」が２９．９％に対し女性が３５．３％と 

５．４ポイント，「３０～４０分未満」については「男性」が２５．４％に対し女性が１７．１％と８．３

ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「１０分未満」の割合が高くなっています。また，男性で「１０～２０分

未満」，「５０分以上」の割合が低くなっています。 

   

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,736

男　性 616

女　性 1,113 15.9

11.9

14.5

35.8

36.0

35.8

12.6

9.7

11.5

22.5

22.1

22.4

1.3

0.8

1.1

7.9

16.6

11.0

4.0

2.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.511.915.9 35.836.035.8 11.59.7 12.6 22.422.1 22.5 1.10.8 1.311.016.67.9 3.72.94.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１０分未満 ２．１０～２０分未満 ３．２０～３０分未満

４．３０～４０分未満 ５．４０～５０分未満 ６．５０分以上

７．不明・無回答

N =

全  体 1,486

男　性 461

女　性 1,015 27.5

28.9

27.7

35.3

29.9

33.9

8.0

7.2

7.7

17.1

25.4

19.7

1.3

1.3

1.3

8.7

5.2

7.5

2.2

2.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.728.927.5 33.929.935.3 7.77.2 8.0 19.725.417.1 1.31.31.3 7.55.28.7 2.22.22.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１０分未満 ２．１０～２０分未満 ３．２０～３０分未満

４．３０～４０分未満 ５．４０～５０分未満 ６．５０分以上

不明・無回答

27.728.927.5 33.929.935.3 7.77.2 8.0 19.725.417.1 1.31.31.3 7.55.28.7 2.22.22.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０分未満 １０～２０分未満 ２０～３０分未満

３０～４０分未満 ４０～５０分未満 ５０分以上

不明・無回答
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５ 「真のワーク・ライフ・バランス」の実現について 

問２８ あなたは，京都市が提案している「真のワーク・ライフ・バランス」について知

っていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「３．言葉も知らない」の割合が 85.4％と最も高く，次いで「１．「真のワーク・ライフ・バランス」

という言葉も意味も知っていた」の割合が７．１％，「２．「真のワーク・ライフ・バランス」という言葉

は知っていたが意味は知らなかった」の割合が４．０％となっています。 

性別による大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 7.7

6.3

7.1

4.3

3.5

4.0

84.5

88.7

85.4

3.5

1.6

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.16.37.7 4.03.54.3 85.488.784.5 3.51.63.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．「真のワーク・ライフ・バランス」という言葉も意味も知っていた

２．「真のワーク・ライフ・バランス」という言葉は知っていたが意味は知らなかった

３．言葉も知らない

不明・無回答
7.16.37.7 4.03.54.3 85.488.784.5 3.51.63.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．「真のワーク・ライフ・バランス」という言葉も意味も知っていた

２．「真のワーク・ライフ・バランス」という言葉は知っていたが意味は知らなかった

３．言葉も知らない

不明・無回答
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問２９ あなたは，ご自身やご家族について，仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調

和が希望どおりに図れていると思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

「４．考えたこともない」の割合が３６．７％と最も高く，次いで「１．図れている」の割合が 

２３．８％，「２．図ろうとしているがあまり図れていない」の割合が２３．６％となっています。 

性別にみると，「１．図れている」については「男性」が１８．１％に対し女性が２６．６％と８．５ポ

イント，「３．全く図れていない」については「男性」が１７．８％に対し女性が１１．１％と６．７ポイ

ントの差が生じており，男性より女性の方が，仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献との調和が図れてい

るという状況が現れています。 

平成２０年調査と比較すると，「３．全く図れていない」，「４．考えたこともない」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306 41.1

38.6

40.2

33.4

29.5

31.9

5.4

8.7

6.7

16.0

19.1

17.1

4.1

4.1

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40.238.641.1 31.929.533.4 6.78.7 5.4 17.119.116.0 4.14.14.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．図れている
２．図ろうとしているがあまり図れていない
３．全く図れていない
４．考えたこともない
５．不明・無回答

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 26.6

18.1

23.8

22.4

26.8

23.6

11.1

17.8

13.2

37.1

36.5

36.7

2.8

0.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.818.126.6 23.626.8 22.4 13.217.811.1 36.736.537.1 2.70.82.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．図れている
２．図ろうとしているがあまり図れていない
３．全く図れていない
４．考えたこともない
不明・無回答

26.6 23.626.8 22.4 13.217.811.1 36.736.537.1 2.70.82.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．図れている
２．図ろうとしているがあまり図れていない
３．全く図れていない
４．考えたこともない
不明・無回答
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［結婚の有無別］ 

結婚の有無別にみると，「結婚している人」で「１．図れている」の割合が他の区分に比べ高くなってい

ます。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

結婚している 1,172

結婚していたことはあ
るが，離（死）別した

114

結婚していない 538 8.2

7.9

32.9

23.8

21.7

13.2

25.8

23.6

13.4

33.3

11.3

13.2

53.9

44.7

28.6

36.7

2.8

0.9

1.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.832.97.98.2 23.6 25.813.221.7 13.2 11.333.313.4 36.728.644.753.9 2.71.40.92.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．図れている
２．図ろうとしているがあまり図れていない
３．全く図れていない
４．考えたこともない
不明・無回答

26.6 23.626.8 22.4 13.217.811.1 36.736.537.1 2.70.82.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．図れている
２．図ろうとしているがあまり図れていない
３．全く図れていない
４．考えたこともない
不明・無回答
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問２９で「図ろうとしているがあまり図れていない」または「全く図れていない」を選ば

れた方にお聞きします。 

問２９－２ 図れていない理由は何ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「１．仕事が忙しく，個人の生活のために仕事を中途にして帰宅するのは容易でない」の割合が 

６０．７％と最も高く，次いで「２．自分の私生活より仕事の方が大切だと思うから」の割合が７．１％，

「３．仕事以外にやるべき（やりたい）ことがないから」の割合が１．８％となっています。 

性別にみると，「１．仕事が忙しく，個人の生活のために仕事を中途にして帰宅するのは容易でない」に

ついては「男性」が７０．１％に対し女性が５４．４％と１５．７ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「１．仕事が忙しく，個人の生活のために仕事を中途にして帰宅するのは

容易でない」の割合が低くなっており，特に女性で２４．１ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 677

男　性 271

女　性 406 54.4

70.1

60.7

6.4

8.1

7.1

2.7

0.4

1.8

32.8

18.1

26.9

3.7

3.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60.770.154.4 7.1 8.16.4 1.8 0.42.7 26.918.132.8 3.53.33.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．仕事が忙しく，個人の生活のために仕事を中途にして帰宅するのは容易でない
２．自分の私生活より仕事の方が大切だと思うから
３．仕事以外にやるべき（やりたい）ことがないから
４．その他
不明・無回答

60.770.154.4 7.1 8.16.4 1.8 0.42.7 26.918.132.8 3.53.33.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．仕事が忙しく，個人の生活のために仕事を中途にして帰宅するのは容易でない
２．自分の私生活より仕事の方が大切だと思うから
３．仕事以外にやるべき（やりたい）ことがないから
４．その他
不明・無回答

N =

全  体 825

男　性 316

女　性 507 78.5

78.5

78.4

4.1

5.4

4.7

2.8

5.1

3.6

11.2

9.5

10.5

3.4

1.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３０～問３３は，結婚している方（入籍していないいわゆる事実婚を含む。）にお聞きし 

ます。 

問３０ 結婚の前後で，仕事の状況はどのように変わりましたか。本人と配偶者それぞれ

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

〔本人〕 

「１．結婚前の仕事を続けた」の割合が５２．６％と最も高く，次いで「４．仕事を辞めた」の割合が

２４．３％，「２．仕事を変えて働き続けた」の割合が１５．９％となっています。 

性別にみると，「１．結婚前の仕事を続けた」については「男性」が７０．８％に対し女性が.４４．８％

と２６ポイント，「４．仕事を辞めた」については「男性」が７．９％に対し女性が３１．７％と２３．８

ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「１．結婚前の仕事を続けた」の割合が５．４ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

全  体
結婚前の
仕事を続
けた

仕事を変
えて働き
続けた

新たに就
職した

仕事を辞
めた

もともと仕
事はして
いない

その他
不明・
無回答

1,172 616 186 67 285 8 7 3
100.0 52.6 15.9 5.7 24.3 0.7 0.6 0.3

353 250 56 12 28 4 0 3
100.0 70.8 15.9 3.4 7.9 1.1 0.0 0.8

808 362 130 49 256 4 7 0
100.0 44.8 16.1 6.1 31.7 0.5 0.9 0.0

全  体

男性

女性

N =

全  体 1,172

男　性 353

女　性 808 44.8

70.8

52.6

16.1

15.9

15.9

6.1

3.4

5.7

31.7

7.9

24.3

0.5

1.1

0.7

0.9

0.6

0.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

52.6 70.844.8 15.9 15.916.1 5.7 3.46.1 24.3 7.931.7 0.71.10.50.60.90.30.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚前の仕事を続けた ２．仕事を変えて働き続けた

３．新たに就職した ４．仕事を辞めた

５．もともと仕事はしていない ６．その他

不明・無回答

52.6 70.844.8 15.9 15.916.1 5.7 3.46.1 24.3 7.931.7 0.71.10.50.60.90.30.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚前の仕事を続けた ２．仕事を変えて働き続けた

３．新たに就職した ４．仕事を辞めた

５．もともと仕事はしていない ６．その他

不明・無回答
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.6 70.844.8 15.9 15.916.1 5.7 3.46.1 24.3 7.931.7 0.71.10.50.60.90.30.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚前の仕事を続けた ２．仕事を変えて働き続けた

３．新たに就職した ４．仕事を辞めた

５．もともと仕事はしていない ６．その他

不明・無回答

N =

全  体 924

男　性 295

女　性 626 36.1

70.8

47.2

10.1

11.9

10.7

4.2

5.1

4.4

31.3

0.7

21.4

3.2

1.4

2.6

1.0

1.4

1.1

14.2

8.8

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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〔配偶者〕 

「１．結婚前の仕事を続けた」の割合が７２．１％と最も高く，次いで「４．仕事を辞めた」の割合が

１０．５％，「２．仕事を変えて働き続けた」の割合が９．３％となっています。 

性別にみると，「１．結婚前の仕事を続けた」については「男性」が４９．０％に対し女性が８２．４％

と３３．４ポイント，「４．仕事を辞めた」については「男性」が２６．３％に対し女性が３．６％と 

２２．７ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「１．結婚前の仕事を続けた」の割合が高くなっており，特に女性で 

１３．１ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

  

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,172

男　性 353

女　性 808 82.4

49.0

72.1

7.2

13.6

9.3

3.1

2.0

2.8

3.6

26.3

10.5

0.2

5.9

2.0

1.7

1.7

1.7

1.7

1.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

72.149.0 82.4 9.313.6 7.22.82.0 3.110.526.3 3.62.05.90.21.71.71.71.61.41.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚前の仕事を続けた ２．仕事を変えて働き続けた

３．新たに就職した ４．仕事を辞めた

５．もともと仕事はしていない ６．その他

不明・無回答

N =

全  体 924

男　性 295

女　性 626 69.3

39.7

59.7

9.6

13.2

10.7

3.7

6.1

4.4

1.4

27.1

9.6

0.5

4.7

1.8

0.5

0.3

0.4

15.0

8.8

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

59.739.7 69.3 10.713.2 9.64.46.1 3.79.627.1 1.41.84.70.50.4 0.30.5 13.28.815.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚前の仕事を続けた ２．仕事を変えて働き続けた

３．新たに就職した ４．仕事をやめた

５．もともと仕事はしていない ６．その他

７．不明・無回答

52.6 70.844.8 15.9 15.916.1 5.7 3.46.1 24.3 7.931.7 0.71.10.50.60.90.30.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．結婚前の仕事を続けた ２．仕事を変えて働き続けた

３．新たに就職した ４．仕事を辞めた

５．もともと仕事はしていない ６．その他

不明・無回答
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問３１ あなたは，出産（配偶者の出産を含む）を機に仕事を辞めた経験がありますか。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「３．出産を機に仕事を辞めていない」の割合が３３．０％と最も高く，次いで「１．第１子出産を機

に仕事を辞めた」の割合が２５．１％，「４．出産の時点では仕事をしていなかった」の割合が１８．０％

となっています。 

性別にみると，「１．第１子出産を機に仕事を辞めた」については「男性」が１５．６％に対し女性が２

９．５％と１３．９ポイント，「３．出産を機に仕事を辞めていない」については「男性」が５０．１％に

対し女性が２４．９％と２５．２ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「３．出産を機に仕事を辞めていない」の割合が高くなっています。また，

男性で「１．第１子出産を機に仕事を辞めた」，「４．出産の時点では仕事をしていなかった」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,172

男　性 353

女　性 808 29.5

15.6

25.1

4.0

2.3

3.4

24.9

50.1

33.0

19.9

13.9

18.0

18.8

14.2

17.2

3.0

4.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.115.6 29.5 3.42.3 4.0 33.050.124.9 18.013.919.9 17.214.218.8 3.24.03.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．第１子出産を機に仕事を辞めた
２．第２子以降の出産を機に仕事を辞めた
３．出産を機に仕事を辞めていない

４．出産の時点では仕事をしていなかった
５．出産をしていない
不明・無回答

N =

全  体 924

男　性 295

女　性 626 29.2

10.5

23.3

1.9

1.4

1.7

17.1

37.6

23.6

17.3

6.1

13.7

17.7

33.2

22.7

16.8

11.2

14.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.310.5 29.2 1.71.4 1.9 23.637.6 17.1 13.76.117.3 22.733.217.7 14.911.216.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．第１子出産を機に仕事をやめた
２．第２子以降の出産を機に仕事をやめた
３．出産を機に仕事をやめていない
４．出産の時点では仕事をしていなかった
５．出産をしていない
６．不明・無回答

25.129.5 3.42.3 4.0 33.050.124.9 18.013.919.9 17.214.218.8 3.24.03.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．第１子出産を機に仕事を辞めた

２．第２子以降の出産を機に仕事を辞めた

３．出産を機に仕事を辞めていない

４．出産の時点では仕事をしていなかった

５．出産をしていない

不明・無回答
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問３１－２，問３１－３は，問３１で「第１子出産を機に仕事を辞めた」または「第２子

以降の出産を機に仕事を辞めた」を選ばれた方にお聞きします。 

問３１－２ 仕事を辞めた理由について，当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したかった」の割合が４２．５％と最も高く，次いで「２．

職場が育児休業，子の看護休暇などを利用しづらい雰囲気であった」の割合が２９．６％，「４．仕事と家

庭生活の両立が困難だった」の割合が９．９％となっています。 

性別にみると，「１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したかった」については「男性」が２５．４％

に対し女性が４６．７％と２１．３ポイント，「４．仕事と家庭生活の両立が困難だった」については「男

性」が１４．３％に対し女性が８．９％と５．４ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「２．職場が育児休暇制度などを利用しづらい雰囲気であった」の割合が

高く，「４．仕事と家庭生活の両立が困難だった」の割合が低くなっています。また，女性で「１．家庭生

活（家事や子育てなど）に専念したかった」の割合が高くなっているのに対し，男性では低くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

N =

全  体 334

男　性 63

女　性 270 46.7

25.4

42.5

29.3

30.2

29.6

0.7

0.6

8.9

14.3

9.9

13.7

20.6

15.0

0.7

9.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42.525.4 46.7 29.630.2 29.3 0.60.79.914.3 8.9 15.020.6 13.7 2.49.5 0.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したかった
２．職場が育児休業，子の看護休暇などを利用しづらい雰囲気であった
３．配偶者や家族が退職を望んだ
４．仕事と家庭生活の両立が困難だった
５．その他
不明・無回答

42.525.4 46.7 29.630.2 29.3 0.60.79.914.3 8.9 15.020.6 13.7 2.49.5 0.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したかった
２．職場が育児休業，子の看護休暇などを利用しづらい雰囲気であった
３．配偶者や家族が退職を望んだ
４．仕事と家庭生活の両立が困難だった
５．その他
不明・無回答

全  体

家庭生活
（家事や子
育てなど）
に専念し
たかった

職場が育児
休業，子の
看護休暇な
どを利用し
づらい雰囲
気であった

配偶者や
家族が退
職を望ん
だ

仕事と家
庭生活の
両立が困
難だった

その他 無回答

334 142 99 2 33 50 8
100.0 42.5 29.6 0.6 9.9 15.0 2.4

63 16 19 0 9 13 6
100.0 25.4 30.2 0.0 14.3 20.6 9.5

270 126 79 2 24 37 2
100.0 46.7 29.3 0.7 8.9 13.7 0.7

女性

全  体

男性

不明・
無回答
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39.442.939.0 19.520.019.5 4.30.05.1 19.520.019.0 14.317.113.8 3.00.03.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したかった
２．職場が育児休暇制度などを利用しづらい雰囲気であった
３．配偶者や家族が退職を望んだ
４．仕事と家庭生活の両立が困難だった
５．その他
不明・無回答

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

家庭生活
（家事や子
育てなど）
に専念した
かった

職場が育児
休暇制度な
どを利用し
づらい雰囲
気であった

配偶者や
家族が退
職を望んだ

仕事と家庭
生活の両
立が困難
だった

その他
不明・
無回答

231 91 45 10 45 33 7
100.0 39.4 19.5 4.3 19.5 14.3 3.0

35 15 7 0 7 6 0
100.0 42.9 20.0 0.0 20.0 17.1 0.0

195 76 38 10 37 27 7
100.0 39.0 19.5 5.1 19.0 13.8 3.6

全体

男性

女性

N =

全  体 231

男　性 35

女　性 195 39.0

42.9

39.4

19.5

20.0

19.5

5.1

4.3

19.0

20.0

19.5

13.8

17.1

14.3

3.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３１－３ 仕事を辞めたあと，また働きはじめましたか。当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「１．働きはじめた」の割合が８２．６％と最も高く，次いで「２．働いてないが，機会があれば働き

たい」の割合が１４．４％，「３．働いていないし，これからも働くつもりはない」の割合が０．６％とな

っています。 

性別による差はみられません。 

平成２０年調査と比較すると，「１．働きはじめた」の割合が高く，特に女性で５３．６ポイント高くな

っています。 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全  体 働きはじめた
働いてない
が，機会があ
れば働きたい

働いていない
し，これからも
働くつもりは
ない

不明・無回答

334 276 48 2 8
100.0 82.6 14.4 0.6 2.4

63 50 7 0 6
100.0 79.4 11.1 0.0 9.5

270 225 41 2 2
100.0 83.3 15.2 0.7 0.7

全  体

男性

女性

N =

全  体 334

男　性 63

女　性 270 83.3

79.4

82.6

15.2

11.1

14.4

0.7

0.6

0.7

9.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

82.679.483.3 14.411.1 15.2 0.60.72.49.5 0.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．働きはじめた

２．働いてないが，機会があれば働きたい

３．働いていないし，これからも働くつもりはない

不明・無回答
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 働きはじめた
働いていない
が，機会があ
れば働きたい

働いていない
し，これからも
働くつもりは
ない

不明・無回答

231 73 139 13 6
100.0 31.6 60.2 5.6 2.6

35 14 20 1 0
100.0 40.0 57.1 2.9 0.0

195 58 119 12 6
100.0 29.7 61.0 6.2 3.1

全体

男性

女性

N =

全  体 231

男　性 35

女　性 195 29.7

40.0

31.6

61.0

57.1

60.2

6.2

2.9

5.6

3.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

82.679.483.3 14.411.1 15.2 0.60.72.49.5 0.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．働きはじめた

２．働いてないが，機会があれば働きたい

３．働いていないし，これからも働くつもりはない

不明・無回答
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問３１－３で「働きはじめた」または「働いてないが，機会があれば働きたい」を選んだ

方にお聞きします。 

問３１－４ また働きはじめた，あるいは機会があれば働きたいと思ったきっかけは何で

したか。もっとも大きなきっかけとなったもの１つに○をつけてください。 

「２．経済的な理由が発生したから」の割合が４４．８％と最も高く，次いで「１．子どもが大きくな

ったから」の割合が２２．２％，「５．元の職場から誘われたから」の割合が８．０％となっています。 

性別にみると，「１．子どもが大きくなったから」については「男性」が３．５％に対し女性が２６．３％

と２２．８ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，男性で「６．求人募集をみてやる気になったから」の割合が１４．６ポ

イント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 324

男　性 57

女　性 266 26.3

3.5

22.2

45.5

40.4

44.8

2.6

3.5

2.8

2.3

3.5

2.5

7.5

10.5

8.0

5.6

17.5

7.7

10.2

21.1

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.23.5 26.3 44.840.4 45.5 2.83.5 2.62.53.5 2.38.010.5 7.57.717.5 5.6 12.021.110.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．子どもが大きくなったから

２．経済的な理由が発生したから

３．友人・知人に誘われたから

４．配偶者から勧められたり，頼まれたから

５．元の職場から誘われたから

６．求人募集をみてやる気になったから

７．その他

不明・無回答

全  体
子どもが
大きくなっ
たから

経済的な
理由が発
生したから

友人・知人
に誘われ
たから

配偶者か
ら勧めら
れたり，
頼まれた
から

元の職場
から誘わ
れたから

求人募集
をみてや
る気に
なったから

その他 無回答

324 72 145 9 8 26 25 39 0
100.0 22.2 44.8 2.8 2.5 8.0 7.7 12.0 0.0

57 2 23 2 2 6 10 12 0
100.0 3.5 40.4 3.5 3.5 10.5 17.5 21.1 0.0

266 70 121 7 6 20 15 27 0
100.0 26.3 45.5 2.6 2.3 7.5 5.6 10.2 0.0

全  体

男性

女性

26.3 44.840.4 45.5 2.83.5 2.62.53.5 2.38.010.5 7.57.717.5 5.6 12.021.110.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．子どもが大きくなったから

２．経済的な理由が発生したから

３．友人・知人に誘われたから

４．配偶者から勧められたり，頼まれたから

５．元の職場から誘われたから

６．求人募集をみてやる気になったから

７．その他

不明・無回答

不明・
無回答
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体
子どもが大き
くなったから

経済的な理
由が発生し
たから

友人・知人に
誘われたか
ら

配偶者から
勧められた
り，頼まれた
から

元の職場か
ら誘われた
から

求人募集を
みてやる気
になったから

その他 不明・無回答

212 57 87 2 6 7 7 27 19
100.0 26.9 41.0 0.9 2.8 3.3 3.3 12.7 9.0

34 8 15 1 1 0 1 6 2
100.0 23.5 44.1 2.9 2.9 0.0 2.9 17.6 5.9

177 49 72 1 4 7 6 21 17
100.0 27.7 40.7 0.6 2.3 4.0 3.4 11.9 9.6

全体

男性

女性

N =

全  体 212

男　性 34

女　性 177 27.7

23.5

26.9

40.7

44.1

41.0

0.6

2.9

0.9

2.3

2.9

2.8

4.0

3.3

3.4

2.9

3.3

11.9

17.6

12.7

9.6

5.9

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.3 44.840.4 45.5 2.83.5 2.62.53.5 2.38.010.5 7.57.717.5 5.6 12.021.110.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．子どもが大きくなったから

２．経済的な理由が発生したから

３．友人・知人に誘われたから

４．配偶者から勧められたり，頼まれたから

５．元の職場から誘われたから

６．求人募集をみてやる気になったから

７．その他

不明・無回答
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問３１で「出産をしていない」を選んだ方にお聞きします。 

問３１－５ あなたは，出産（配偶者の出産を含む）を機に仕事を辞めようと思いますか。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「２．思わない」の割合が４６．０％と最も高く，次いで「１．思う」の割合が１７．８％となってい

ます。 

性別にみると，「１．思う」について「男性」で０．０％に対し「女性」で２３．７％となっています。 

平成２０年調査と比較すると，女性で「２．思わない」の割合が１４．０ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全  体 思う 思わない わからない
不明・
無回答

202 36 93 27 46
100.0 17.8 46.0 13.4 22.8

50 0 32 5 13
100.0 0.0 64.0 10.0 26.0

152 36 61 22 33
100.0 23.7 40.1 14.5 21.7

全  体

男性

女性

N =

全  体 202

男　性 50

女　性 152 23.7

17.8

40.1

64.0

46.0

14.5

10.0

13.4

21.7

26.0

22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

全  体 210

男　性 98

女　性 111 38.7

7.1

23.8

26.1

75.5

49.5

26.1

11.2

19.0

9.0

6.1

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.823.7 46.064.0 40.1 13.410.014.5 22.826.021.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．思う ２．思わない ３．わからない 不明・無回答



Ⅲ 調査結果 

75 

問３１－５で「思う」を選んだ方にお聞きします。 

問３１－６ その理由は何ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したい」の割合が５０．０％と最も高く，次いで「４．仕

事と家庭生活の両立が難しそうなため」の割合が２２．２％，「２．職場が育児休暇制度などを利用しづら

い雰囲気なため」の割合が１１．１％となっています。 

平成２０年調査と比較すると，「１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したい」の割合が２０．０ポ

イント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 



 

 【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

50.050.0 11.111.1 22.222.2 16.716.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したい

２．職場が育児休暇制度などを利用しづらい雰囲気なため

３．配偶者や家族が退職を望みそうなため

４．仕事と家庭生活の両立が難しそうなため

５．その他

不明・無回答

全  体

家庭生活（家
事や子育て
など）に専念
したい

職場が育児休
暇制度などを
利用しづらい
雰囲気なため

配偶者や家
族が退職を
望みそうなた
め

仕事と家庭
生活の両立
が難しそうな
ため

その他
不明・
無回答

36 18 4 0 8 6 0
100.0 50.0 11.1 0.0 22.2 16.7 0.0

0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
36 18 4 0 8 6 0

100.0 50.0 11.1 0.0 22.2 16.7 0.0

全  体

男性

女性

N =

全  体 36

男　性

女　性 36 50.0

50.0

11.1

11.1

22.2

22.2

16.7

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50.050.0 11.111.1 22.222.2 16.716.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したい

２．職場が育児休暇制度などを利用しづらい雰囲気なため

３．配偶者や家族が退職を望みそうなため

４．仕事と家庭生活の両立が難しそうなため

５．その他

不明・無回答
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：上段（件）/下段（％） 

 

 

 

 

 

 

全  体

家庭生活（家
事や子育て
など）に専念
したい

職場が育児
休暇制度な
どを利用しづ
らい雰囲気
なため

配偶者や家
族が退職を
望みそうな
ため

仕事と家庭
生活の両立
が難しそうな
ため

その他 無回答

50 15 13 2 16 2 2
100.0 30.0 26.0 4.0 32.0 4.0 4.0

7 4 2 0 1 0 0
100.0 57.1 28.6 0.0 14.3 0.0 0.0

43 11 11 2 15 2 2
100.0 25.6 25.6 4.7 34.9 4.7 4.7

全  体

男性

女性

50.050.0 11.111.1 22.222.2 16.716.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したい

２．職場が育児休暇制度などを利用しづらい雰囲気なため

３．配偶者や家族が退職を望みそうなため

４．仕事と家庭生活の両立が難しそうなため

５．その他

不明・無回答

N =

全  体 50

男　性 7

女　性 43 25.6

57.1

30.0

25.6

28.6

26.0

4.7

4.0

34.9

14.3

32.0

4.7

4.0

4.7

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不明・
無回答
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問３２ 仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和の実現のために，企業等にどんなこ

とに取り組んでほしいと思いますか。当てはまる番号３つまでに○をつけてくだ

さい。 

「１．長時間労働の抑制」の割合が３７．１％と最も高く，次いで「３．労働者の実情に配慮した短時

間勤務など多様な働き方への対応」の割合が３５．２％，「８．学校行事等に参加しやすい時間単位休暇制

度などの導入」の割合が３２．５％となっています。 

性別にみると，「２．年次有給休暇の取得促進」については「男性」が４１．９％に対し女性が２８．０％

と１３．９ポイント，「４．パートタイム労働者の均衡処遇の推進」については「男性」が１０．２％に対

し女性が２２．８％と１２．６ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「４．パートタイム労働者の均衡処遇の推進」，「９．どのような働き方を

しても，公正に処遇される人事制度の確立」の割合が高くなっており，「４．パートタイム労働者の均衡処

遇の推進」は女性で９．７ポイント高くなっています。 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

１．長時間労働の抑制

２．年次有給休暇の取得促進

３．労働者の実情に配慮した短時間勤務など
　　多様な働き方への対応

４．パートタイム労働者の均衡処遇の推進

５．テレワーク（在宅勤務）の普及促進

６．育児休業制度の充実

７．子の看護休暇等の定着

８．学校行事等に参加しやすい時間単位休暇
　　制度などの導入

９．どのような働き方をしても，公正に処遇される
　　人事制度の確立

10．その他

11．特にない

不明・無回答

37.1

32.2

35.2

18.9

8.4

27.0

23.3

32.5

25.3

4.1

2.0

3.8

44.5

41.9

26.9

10.2

5.1

28.6

18.1

28.3

27.2

2.5

4.8

4.0

33.3

28.0

38.4

22.8

10.0

25.7

25.9

34.7

24.8

4.8

0.9

3.6

0 20 40 60
0 20 40 60

全  体 (N=1,172)

男　性 (N=353)

女　性 (N=808)
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【平成２０年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60

全  体 (N=924)

男　性 (N=295)

女　性 (N=626)

％

１．長時間労働の抑制

２．年次有給休暇の取得促進

３．労働者の実情に配慮した短時間勤務など
    多様な働き方への対応

４．パートタイム労働者の均衡処遇の推進

５．テレワーク（在宅勤務）の普及促進

６．育児休業制度の充実

７．子の看護休暇等の定着

８．学校行事等に参加しやすい時間単位
     休暇制度などの導入

９．どのような働き方をしても，公正に処遇される
    人事制度の確立

10．その他

11．特にない

12．不明・無回答

36.3

30.0

37.6

11.0

13.0

27.6

23.7

31.0

17.0

1.8

2.2

11.5

43.7

38.3

31.5

6.8

11.5

31.5

15.6

24.7

18.0

3.1

3.7

9.2

26.0

40.6

13.1

13.6

25.6

27.6

34.0

16.6

1.3

1.4

12.6

32.6

0 20 40 60

不明・無回答
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問３３ 仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和を積極的に推進したり，理解がある

企業等についてどのように思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

「１．人材を大切にする企業等は，将来必ず発展すると思う」の割合が５７．０％と最も高く，次いで

「２．企業等として信頼できるので，当該企業等のサービスを積極的に利用しようと思う」の割合が  

１０．６％，「３．自分自身や子どもが就職する際に，当該企業等を候補として是非検討したい」の割合が

１０．１％となっています。 

性別による大きな差はありません。 

平成２０年調査と比較すると，男性で「１．人材を大切にする企業等は，将来必ず発展すると思う」の

割合が５．３ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２５年】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

  

 

 

 

 

N =

全  体 1,172

男　性 353

女　性 808
56.4

57.8

57.0

11.8

8.2

10.6

11.0

8.2

10.1

9.8

9.9

9.7

1.0

2.3

1.4

3.8

6.8

4.7

6.2

6.8

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

全  体 924

男　性 295

女　性 626 51.9

52.5

52.1

11.7

9.2

10.8

9.4

7.8

9.0

9.3

13.2

10.5

1.6

2.4

1.8

0.8

4.4

1.9

15.3

10.5

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

57.057.856.4 10.68.211.8 10.18.2 11.0 9.79.9 9.8 1.42.3 1.04.76.83.8 6.66.86.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．人材を大切にする企業等は，将来必ず発展すると思う
２．企業等として信頼できるので，当該企業等のサービスを積極的に利用しようと思う
３．自分自身や子どもが就職する際に，当該企業等を候補として是非検討したい
４．企業等として仕事と生活の調和の推進に取り組む責任があるので当然のことだと思う
５．当該企業等は，競争社会では到底勝ち抜いていけないと思う
６．その他
不明・無回答
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11.410.212.1 4.03.64.2 40.939.541.8 20.820.7 21.0 12.514.311.3 2.93.72.4 7.58.07.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．企業等への積極的な啓発

２．仕事と生活の調和実現に積極的に取り組む企業等への表彰

３．仕事と生活の調和実現に積極的に取り組む企業等への経済的な支援（税制上の優遇措置等）

４．法整備による取組の義務化

５．仕事と生活の調和を推進する社会的気運の醸成

６．その他

不明・無回答

N =

全  体 2,140

男　性 827

女　性 1,306

11.4

10.2

12.1

4.0

3.6

4.2

40.9

39.5

41.8

20.8

20.7

21.0

12.5

14.3

11.3

2.9

3.7

2.4

7.5

8.0

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

問３４ 仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和の実現のため，国や京都市にどのよ

うなことを期待しますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「３．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和実現に積極的に取り組む企業等への経済的な支援（税

制上の優遇措置等）」の割合が４１．４％と最も高く，次いで「５．法整備による取組の義務化」の割合が

１４．０％，「４．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和を推進する社会的気運の醸成」の割合が 

１２．９％となっています。 

性別にみると，「１．企業等への積極的な啓発」については「男性」が１６．０％に対し女性が６．７％

と９．３ポイントの差が生じています。 

平成２０年調査と比較すると，「５．法整備による取組の義務化」の割合が低くなっており，特に男性で

９．７ポイント低くなっています。また，男性で「１．企業等への積極的な啓発」の割合が５．８ポイン

ト高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２０年】 

 

 

  

 

 

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 6.7

16.0

9.7

6.8

4.6

6.0

41.3

41.6

41.4

12.5

14.1

12.9

15.7

11.0

14.0

4.3

7.2

5.2

12.7

5.4

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.7 16.06.7 6.0 4.66.8 41.4 41.641.3 12.9 14.112.5 14.0 11.015.7 5.2 7.24.3 10.7 5.412.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．企業等への積極的な啓発

２．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和実現に積極的に取り組む企業等への表彰

３．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和実現に積極的に取り組む企業等への経済的な支援（税制上の優遇措置等）

４．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和を推進する社会的気運の醸成

５．法整備による取組の義務化

６．その他

不明・無回答
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［性別と子どもの有無別］ 

性別と子どもの有無別にみると，「子どもがいる男性」では，「３．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢

献の調和実現に積極的に取り組む企業等への経済的な支援（税法上の優遇措置等）」や「４．仕事と家庭生

活，地域活動や社会貢献の調和を推進する社会的気運の醸成」が，「子どもがいない男性」では「１．企業

等への積極的な啓発」の割合が他の区分に比べ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 最後に 

問３５ あなたは，結婚や出産後も京都市に住み続けたいと思いますか。当てはまる番号

１つに○をつけてください。 

「１．思う」の割合が７１．１％と最も高く，次いで「２．思わない」の割合が 6.8％となっています。 

 

 

 

【平成２５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

全  体 1,842

男性　子どもがいる 341

　　　子どもはいない 260

女性　子どもがいる 725

　　　子どもはいない 469 6.6

6.9

19.6

13.5

9.7

4.3

8.7

5.4

4.1

6.0

35.2

45.9

31.2

48.7

41.4

13.6

12.1

11.5

16.4

12.9

16.6

15.4

15.8

7.6

14.0

2.8

5.4

9.6

5.6

5.2

20.9

5.5

6.9

4.1

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

全  体 1,842

男　性 608

女　性 1,212 70.7

72.9

71.1

7.0

6.6

6.8

19.6

19.2

19.3

2.7

1.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

71.172.970.7 6.86.67.0 19.319.219.6 2.81.32.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．思う ２．思わない ３．わからない 不明・無回答

9.7 16.06.7 6.0 4.66.8 41.4 41.641.3 12.9 14.112.5 14.0 11.015.7 5.2 7.24.3 10.7 5.412.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．企業等への積極的な啓発

２．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和実現に積極的に取り組む企業等への表彰

３．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和実現に積極的に取り組む企業等への経済的な支援（税制上の優遇措置等）

４．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和を推進する社会的気運の醸成

５．法整備による取組の義務化

６．その他

不明・無回答

71.172.970.7 6.86.67.0 19.319.219.6 2.81.32.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．思う ２．思わない ３．わからない 不明・無回答
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N = 691 件

子育てしやすい就労環境の整備

保育サービスの充実

母子保健・医療サービス（医療費の軽減含む）の
充実

経済的な支援対策の充実

教育制度・内容等（教育費の軽減含む）の充実

子育て支援等の地域・社会への啓発

子育てに配慮した生活環境の整備

子どもが安心して遊べる場所の整備

ひとり親対策の充実

市の結婚支援の充実

児童館、学童クラブ事業の充実

家事や育児への男女共同参画

子育てに関する相談体制の充実

子どもの安心安全対策の充実

子育て支援施策・制度等の情報提供

障害児対策の充実

その他子育て支援全般

その他、アンケートなどについて

142

107

74

51

49

45

33

13

12

12

9

8

8

7

7

2

59

53

0 50 100 150 200

 

問３６ 安心して子どもを産み，子どもを健やかに育てていくための行政の施策や，社会

の制度のあり方について，特に望むことやご意見がありましたら，ご自由にお書

きください。 

【自由意見のまとめ】 

安心して子どもを産み，子どもを健やかに育てていくための行政の施策や，社会の制度のあり方につい

て，「子育てしやすい就労環境の整備」の件数が 142 件と最も多く，次いで「保育サービスの充実」の件

数が１０７件となっています。 
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調査へのご協力のお願い 

 平素は，市政の推進にご協力をいただき，ありがとうございます。 

 京都市では，子育て支援の総合的な計画である「京都市未来こどもプラン」（計画期間：

平成 22 年度～平成 26 年度）の次期計画（計画期間：平成 27 年度～平成 31 年度）の

策定に向けた準備を進めています。 

この調査は，市民の皆様に結婚と出産に関する意識などをお聞きし，一層進行する少子

化について，社会全体でどのように対応していくべきなのか検討し，次期計画の策定やそ

の後の子育て支援施策の推進に活用することを目的として行う大切な調査です。 

今回，住民基本台帳から 18 歳から 49 歳までの方々を無作為に抽出し，この調査票を

お送りしております。 

本調査は，無記名方式で実施し，回収した調査票はすべて統計的に処理しますので，回

答いただくことによってあなたにご迷惑をお掛けすることは一切ございません。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが，本調査の趣旨をご理解いただき，ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

 平成 25 年 10 月 

京都市長  門川 大作 

【ご記入に当たってのお願い】 

１ このアンケートのご回答は，原則として封筒の宛名の方ご本人にお願いします。ご事情により，

ご本人の記入が難しい場合は，ご家族の方などがご本人の立場で，意思を反映してご記入くださ

い。 

２ ご回答は，選択肢に○をつけてお選びいただく場合と，数字などをご記入いただく場合がござ

います。 

３ 選択肢をお選びいただく場合，お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従

ってください。また「その他」をお選びいただいた場合は，その後にある（  ）内に具体的な

内容をご記入ください。 

４ 設問によっては，ご回答いただく方が限られる場合がございます。ことわり書きや矢印に従っ

てご回答ください。特にことわりのない場合は，次の設問にお進みください。 

５ ご記入後は，平成 25 年 11 月 13 日（水）までに同封の返信用封筒に入れて，ポストに投か

んしてください。 
 

 

【調査に関する問合せ先】 

京都市保健福祉局子育て支援部児童家庭課 結婚と出産に関する意識調査担当 

電話：075-251-2380   FAX：075-251-2322 

※ 返送先は，京都市が調査・集計業務を委託している『株式会社 名豊』宛てとなっています。 

京都市 結婚と出産に関する意識調査 
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■あなたご自身のことをお聞きします。 

問１ あなたの性別と年齢をお聞きします（年齢は平成 25 年 10 月１日現在）。 
 

1．男性        2．女性            （        ） 歳 

 

問２ お住まいの区等はどちらですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．北 区   ２．上京区   ３．左京区   

４．中京区   ５．東山区   ６．山科区   

７．下京区   ８．南 区   ９．右京区（京北地域除く） 

10．右京区（京北地域）  11．西京区（洛西支所管内除く） 12．西京区（洛西支所管内） 

13．伏見区（深草・醍醐支所管内除く） 14．伏見区（深草支所管内） 15．伏見区（醍醐支所管内） 

 

問３ あなたの職業をお聞きします。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．常勤（正規職員等）  ２．パート・アルバイト  ３．自営業 

４．在宅勤務・内職  ５．無職・家事専業  ６．大学生・大学院生 

 

問４ あなたの最終学歴をお聞きします。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．中学校   ２．高等学校 ３．高等専門学校 ４．専門学校，専修学校 

５．短期大学   ６．４年制大学 ７．大学院     ８．その他（       ） 

 

問５ 同居しているご家族全員の総収入（世帯の年収）はいくらくらいですか。当てはま

る番号１つに○をつけてください（事業収入の場合は，売上から諸経費を差し引いた

金額）。 
 

１．200 万円未満    ２．200 万～300 万円未満 

３．300 万～400 万円未満   ４．400 万～500 万円未満 

５．500 万～700 万円未満   ６．700 万～1,000 万円未満 

７．1,000 万円以上 
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問６ あなたを含めて，同居しているすべてのご家族について，あなたからみた続柄，職

業，年齢，健康状態及び心身の状況について，下記の選択肢番号を記入してください

（年齢は平成 25 年 10 月１日現在）。 

 

＜記入例＞ あなたに，小学１年生で７歳の子がいて，健康状態に問題がなく，心身に障害がない場合 

続柄 職業等 年齢 
健康 

状態 

心身の 

状況 

１０ ８ ７ １ ２ 

 

＜記入欄＞ 

続柄 職業等 年齢 
健康 

状態 

心身の 

状況 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

＜選択肢＞ 

【続柄】  

１．本人 ２．父  ３．母  ４．祖父 ５．祖母 ６．兄 

７．姉  ８．弟  ９．妹  10．子  11．その他（      ） 

【職業等】 

１．常勤（正規職員等）  ２．パート・アルバイト  ３．自営業 

４．在宅勤務・内職  ５．無職・家事専業  ６．大学生・大学院生 

７．中学生・高校生  ８．小学生   ９．幼稚園に通園 

10．保育園（所）・昼間里親～京（みやこ）・ベビーハウス～に通園 11．認可外保育施設に通園 

12．その他（                          ） 

【健康状態】 

１．健康   ２．どちらかといえば健康 ３．あまり健康でない 

４．現在，病気療養中  ５．介護が必要な状態   

【心身の状況】 

１．心身に障害がある  ２．心身に障害は無い 
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■少子化についてお聞きします。 

問７ 少子化が社会に与える影響として，どのようなものがあると思いますか。当てはま

る番号３つまでに○をつけてください。 
 

１．若い労働力の不足により，経済の活性化や安定的な経済成長が見込めなくなる 

２．現行の年金制度や医療保障制度が成り立たなくなる 

３．現役世代の租税や社会保障負担が増大し，個人の就労意欲が衰え，経済活力が弱まる 

４．地域に住む若い世代が減少し，地域の活気がなくなる 

５．人口の減少により，様々な需要が減少し，産業が衰退する 

６．就労人口が減少し，女性や高齢者の社会進出の機会が増加する 

７．女性の就労が促進され，男女が協力し合って生活や社会を築く風潮が強まる 

８．その他（                                   ） 

９．影響はない 

10．わからない 

 

 

問８ 出生率が低い主な原因は何だと思いますか。当てはまる番号３つまでに○をつけて

ください。 
 

１．結婚して子育てをすること以外に，生きがいや価値観を見出す人が増えたから 

２．子育てよりも仕事に生きがいを見出す人が増えたから 

３．結婚年齢が高くなったから 

４．出産・子育ては経済的負担が大きいから 

５．仕事と子育ての両立支援体制が整っていないから 

６．住宅や遊び場など，子育てに望ましい住環境が整っていないから 

７．保育園（所）や学童保育など子育て支援施策が十分でないから 

８．地域の人など，身近で子育てを支えてくれる人がいなくなったから 

９．社会の動向や環境問題に対して，将来への不安を感じる人が増えているから 

10．その他（                                   ） 

11．わからない 

 

 

問９ あなたは，出生率の増加を必要と考えますか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 
 

１．何としても増加させる必要がある   ２．増加させたほうがよい  

３．増加させなくてもよい    ４．わからない 
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問10 以下の施策等について，少子化対策として効果があると思いますか。各項目につき

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 かなり 

効果が

ある 

少しは 

効果が

ある 

あまり

効果は

ない 

全く 

効果は

ない 

わから

ない 

(１)男女ともが育児休業を取得しやすい環境づくり １ ２ ３ ４ ５ 

(２)育児休業中の賃金保障の引上げ １ ２ ３ ４ ５ 

(３)育児休業中の代替要員の確保 １ ２ ３ ４ ５ 

(４)育児休業後復職時の前職保障 １ ２ ３ ４ ５ 

(５)育児休業期間の長期化・弾力化 １ ２ ３ ４ ５ 

(６)保育園（所）に入所しやすい環境づくり １ ２ ３ ４ ５ 

(７)学童保育を利用しやすい環境づくり １ ２ ３ ４ ５ 

(８)保育料の軽減 １ ２ ３ ４ ５ 

(９)長時間保育の拡充 １ ２ ３ ４ ５ 

(10)職場内保育施設の拡充 １ ２ ３ ４ ５ 

(11)子どもが病気のときの看護休暇 １ ２ ３ ４ ５ 

(12)病児・病後児の保育受入れ施設の拡充 １ ２ ３ ４ ５ 

(13)親が病気のときに子どもを預けられる施設の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

(14)労働時間の短縮 １ ２ ３ ４ ５ 

(15)男性の育児・家事への参加の啓発 １ ２ ３ ４ ５ 

(16)出産施設の受入れ体制の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

(17)妊婦健康診査費用の助成充実 １ ２ ３ ４ ５ 

(18)分娩費用の助成充実 １ ２ ３ ４ ５ 

(19)児童手当など子育て家庭への給付施策の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

(20)扶養控除など税制による優遇措置の拡充 １ ２ ３ ４ ５ 

(21)子どもの教育費の軽減 １ ２ ３ ４ ５ 

(22)子どもたちに社会で生きる力を育む学校教育の

充実 
１ ２ ３ ４ ５ 

(2３)授乳室の確保など子連れで出かけやすいまちづくり １ ２ ３ ４ ５ 

(24)子どもの遊び場や子育てサークルの活動の場の確保 １ ２ ３ ４ ５ 

(25)気軽に育児の相談ができる場の確保 １ ２ ３ ４ ５ 

(26)地域の交流・支援のネットワークづくり １ ２ ３ ４ ５ 

(27)一時保育やファミリーサポート事業など，家庭

での子育て支援策の整備 
１ ２ ３ ４ ５ 

(28)幼稚園での預かり保育の促進 １ ２ ３ ４ ５ 

(29)男女の出会いの場づくりの支援 １ ２ ３ ４ ５ 

(30)安価で良好な住宅の供給 １ ２ ３ ４ ５ 

(31)子連れで安全・快適に移動できる交通システムの整備 １ ２ ３ ４ ５ 
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■結婚についてお聞きします。 

問 11 あなたは結婚（入籍していないいわゆる事実婚を含みます）していますか。当ては

まる番号１つに○をつけてください。 
 

１．結婚している ２．結婚していたことはあるが，離（死）別した ３．結婚していない 

 

問 11-2～問 11-4 は，問 11 で「２」または「３」を選ばれた方にお聞きします。       

問 11-2 今後，結婚したいと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．すぐにでもしたい  ２．いずれはしたい  ３．結婚したくない 

 

問11-3 あなたが結婚したいと思う年齢はどれですか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 
 

１．18～19 歳  ２．20～2４歳  ３．25～29 歳  ４．30～34 歳 

５．35～39 歳  ６．40～44 歳  ７．45 歳以上  ８．わからない 

 

問11-4 結婚していない，あるいは，結婚したくない理由をお聞きします。当てはまる番

号３つまでに○をつけてください。 
 

１．まだ若いから    ２．必要性を感じないから 

３．仕事に集中したいから   ４．趣味に集中したいから 

５．独身生活のほうが気楽で自由だから  ６．結婚したい異性にめぐり逢えないから   

７．異性との付き合いが苦手だから  ８．周囲の同意が得られない（と思う）から   

９．結婚資金がないから    10．結婚後の経済的な生活基盤に不安があるから 

11．前回の結婚でもう十分だから   12．その他（               ） 

 

 

 

問 12～問 16 までは，既婚・未婚にかかわらず想定でお答えください。          

問12 結婚生活は独身生活にはない利点があると思いますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。 
 

１．利点があると思う   ２．利点はないと思う   ３．わからない 

 

問 12-2 問 12 で「１」を選んだ方にお聞きします。具体的な利点はどんなことが考えら

れますか。当てはまる番号３つまでに○をつけてください。  
 

１．子どもを（産み）育てられる   ２．愛する人と一緒に暮らせる  

３．精神的な安らぎの場が得られる  ４．経済的に余裕がでる   

５．社会的な信用が得られる   ６．親や周囲からの期待にこたえられる 

７．性的な充足が得られる   ８．その他（                ） 
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問13 独身生活に結婚生活にはない利点があると思いますか。当てはまる番号１つに○を

つけてください。 
 

１．利点があると思う   ２．利点はないと思う   ３．わからない 

 

 

問 13-2 は、問 13 で「１」を選ばれた方にお聞きします。          

問13-2 具体的な利点はどんなことが考えられますか。当てはまる番号３つまでに○をつ

けてください。 
 

１．行動や生き方が自由にできる   ２．異性との交際が自由にできる  

３．友人などと広い人間関係が保てる    ４．職業を持ち社会とのつながりができる  

５．現在の家族とのつながりが保てる   ６．経済的に余裕がある  

７．家族を養う責任がなく気楽である    ８．その他（               ） 

 

 

問14 独身生活を続けるとした場合，どんな心配や不安がありますか。当てはまる番号３

つまでに○をつけてください。 
 

１．子どもを持てない    ２．老後がひとりで不安  

３．精神的な安らぎの場が得られない  ４．経済的に不安 

５．親や周囲からの期待にこたえられない  ６．その他（               ） 

７．特に心配や不安はない 

 

問15 結婚を考える場合，どんな心配や不安がありますか。当てはまる番号３つまでに○

をつけてください。 
 

１．自分の仕事のこと    ２．自分の家族のこと  

３．相手の家族や親戚とのつきあい   ４．結婚後の生活費のこと   

５．結婚後のすまいのこと     ６．結婚後の家事などのこと  

７．出産や子どもを持つこと    ８．結婚相手との相性のこと  

９．その他（               ） 10．特に心配や不安はない 

 

問16 結婚生活を始めるとした場合，失いたくないものは何ですか。もっとも失いたくな

いものの番号１つだけに○をつけてください。 
 

１．現在の仕事   ２．現在の住居   ３．現在の生活水準   

４．現在の趣味   ５．自分の姓   ６．自由な時間   

７．特にない   ８．その他（                   ） 
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問17 家族や家庭に関する次のような考え方について，どう思いますか。各項目につき当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

 

そう思う 

どちらか

と言えば

そう思う 

あまり 

そう 

思わない 

そう 

思わない 

わから

ない 

(１)家事や育児は，男女を問わず平等に分担すべき 

  だ  
１ ２ ３ ４ ５ 

(２)結婚したら，女性は家事や育児に専念すべきである １ ２ ３ ４ ５ 

(３)仕事よりも家庭や家族の方が大切だ １ ２ ３ ４ ５ 

(４)乳幼児期の子どもは，保育園（所）などに預け

ず，親が全面的に子育てを行うべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ 

(５)子どものことも大事だが，自分自身の生活も大

事にしたい 
１ ２ ３ ４ ５ 

(６)結婚は個人の自由なので，してもしなくてもよい １ ２ ３ ４ ５ 

(７)結婚しないで子どもを持ってもかまわない １ ２ ３ ４ ５ 

(８)両親等から子育ての手助け・支援を受けたい １ ２ ３ ４ ５ 

(9)結婚しても，必ずしも子どもを持たなくてもよい １ ２ ３ ４ ５ 

(10)結婚しても，夫婦別姓でもかまわない １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

問18 下の選択肢の中に生き方のタイプがいくつか示してあります。それぞれ，最も近い

と思われるタイプの番号を選び，回答欄に記入してください。 

 

 

回答欄 

(1)理想とする人生 (2)実際の（実際になりそうな）人生 

 

 

 

 

 

選択肢 

 

上の回答欄に 

番号を記入 

１．結婚し子どもを持つが，仕事は続ける 

２．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）いっ

たん退職し，子育て後に再び仕事を持つ 

３．結婚し子どもを持つが，結婚や出産の機会に（回答者本人又は配偶者が）退職

し，その後は仕事を持たない 

４．結婚するが子どもは持たず，仕事を続ける 

５．結婚せず，仕事を続ける 

６．その他（                               ） 
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問19 最近，結婚しない人や晩婚の人が増えている理由・原因として次のようなことが考

えられていますが，あなたはどう思いますか。各項目につき当てはまる番号１つに○

をつけてください。 
 

 

そう思う 

どちらか

と言えば

そう思う 

あまり 

そう 

思わない 

そう 

思わない 

わから

ない 

(１)異性と知り合うゆとりや機会が少ないから １ ２ ３ ４ ５ 

(２)ひとりでも十分に充実した生活が送れるから １ ２ ３ ４ ５ 

(３)束縛されずに自由に生きたい人が増えてきたから １ ２ ３ ４ ５ 

(４)対人関係がわずらわしく，苦手な人が増えているから １ ２ ３ ４ ５ 

(５)結婚生活の失敗を恐れるから １ ２ ３ ４ ５ 

(６)社会の動向や環境問題に対して不安を感じるから １ ２ ３ ４ ５ 

(７)フリーターなど所得が低い若者が増えているから １ ２ ３ ４ ５ 

(８)女性の経済的自立が進んでいるから １ ２ ３ ４ ５ 

(９)親から自立ができていない人が増えているから １ ２ ３ ４ ５ 

(10)子どもがほしいと思わない人が増えているから １ ２ ３ ４ ５ 

 

問20 結婚する機会を増やすため，行政がなんらかの支援策を実施することについてどう

思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．個人の問題なので，行政が支援策を実施するのはおかしい 

２．個人の問題ではあるが，行政が支援を行ってもかまわない 

３．結婚しない人が増えれば少子化が進み個人の問題にとどまらないから，行政が積極的に支援すべきである 

４．その他（                                   ）    

５．わからない    

 

問21 結婚の支援のため，行政が実施することが望ましい政策はどのようなものと考えま

すか。もっとも望ましいと考える番号１つに○をつけてください。 
 

１．結婚したい男女の出会いの場づくり  

２．企業等の雇用主に働きかけ，労働時間の短縮を普及させる 

３．企業等の雇用主に働きかけ，男女共に育児に関する休暇を取得しやすい環境づくりを進める 

４．企業等の雇用主に正規職員の雇用を働きかける 

５．男女が共に社会参加や自己実現できる意識改革を推進する 

６．男性の家事・育児への参加を促すための取組や啓発を進める 

７．保育園（所）等に子どもを預けられるなど，働きながら子育てができる環境づくりを進める 

８．その他（                     ） 
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■出産についてお聞きします。 

問22 あなたは何人のお子さんがいますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

 １．１人   ２．２人   ３．３人 

４．４人以上   ５．子どもはいない（予定はない） 

 

問 23 あなたが，できれば持ちたい「理想」の子どもの数は何人ですか。当てはまる番号

１つに○をつけてください。 
 

１．１人   ２．２人   ３．３人  

４．４人以上   ５．多ければ多いほうがいい ６．欲しくない 

 

問24 現実にいる子どもの数，もしくは持とうと予定している子どもの数は理想と比べて

いかがですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．多い   ２．同じ   ３．少ない  

 

問 25，問 26 は，問 23 で「６」または問 24 で「３」を選んだ方にお聞きします。    

問25 子どもを持たない理由，あるいは実際には理想より少なくなりそうな理由はどんな

ことが考えられますか。当てはまる番号３つまでに○をつけてください。 
 

１．結婚するつもりがないから   ２．仕事や趣味を優先したいから 

３．妊娠・出産が大変だから   ４．育児が大変だから 

５．育児と仕事の両立が困難だから  ６．子どもが好きではないから 

７．健康上の理由で妊娠・出産が困難だから ８．育児に家族の協力が得られないから 

９．保育園（所）や学童保育など子育て支援施策が不十分だから 10．出産・育児・教育にお金がかかるから 

11．自然環境・社会環境が良くないから  12．定年退職までに子どもが成人してほしいから 

13．夫婦の生活を大切にしたいから  14．配偶者・パートナーが子どもを欲しがらないから 

15．その他（                                     ） 

 

問26 以下の項目について，もし十分に条件が満たされていたら，子どもを持ったり，理

想の子どもの数に近づいていたと思いますか。これだけあればできるかもしれないと

思う最低限必要な項目に○をつけてください。 
 

１．育児休業制度の充実    ２．育児・家事に関する家族等のバックアップ 

３．職場における理解や支援   ４．地域や社会全体での子育ての応援体制   

５．職場内保育施設の整備   ６．長時間保育の実施  

７．待機することなく入所できる保育園（所） ８．待機することなく利用できる学童保育 

９．子どもが病気やケガのときに預けられる施設の充実 10．子どもの安心安全な活動場所の確保 

11．出産費用の負担軽減措置   12．保育料の軽減措置  

13．その他の子育て・教育費用の負担軽減措置 

14．その他（                                   ） 
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すべての方にお聞きします。                  

問27 あなたは出産後の実家との関わり方についてどう思っていますか。当てはまる番号

１つに○をつけてください。 
 

１．同居したい           ２．近くに住みたい 

３．近くに住みたくない    ４．両親はともに他界している 

 

問 27-2 問 27 で「２」を選んだ方にお聞きします。実家との理想的な距離は，車で何分

くらいですか。 
 

 （       ）分 

 

 

■「真のワーク・ライフ・バランス」の実現（仕事，家庭生活，地域活動や社会貢献の

調和）についてお聞きします。 
※ 京都市が提案する「真のワーク・ライフ・バランス」の実現とは 

  「仕事」か「仕事以外の生活」かという二者選択ではなく，仕事や家庭生活，地域活動や社会貢献

などにおいて，自分を取り巻く様々な「つながり」を大切にし，そこで求められる役割や責任を果

たすことで，生きがいと充実感を得て心豊かな生活が送れていることです。 

 

問 28 あなたは，京都市が提案している「真のワーク・ライフ・バランス」について知っ

ていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
  

１．「真のワーク・ライフ・バランス」という言葉も意味も知っていた。 

２．「真のワーク・ライフ・バランス」という言葉は知っていたが意味は知らなかった。 

３．言葉も知らない。 

 

問29 あなたは，ご自身やご家族について，仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和

が希望どおりに図れていると思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 
 

１．図れている        ２．図ろうとしているがあまり図れていない   

３．全く図れていない      ４．考えたこともない 

 

問 29－2 問 29 で「２」または「３」を選ばれた方にお聞きします。図れていない理由は

何ですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．仕事が忙しく，個人の生活のために仕事を中途にして帰宅するのは容易でない 

２．自分の私生活より仕事の方が大切だと思うから 

３．仕事以外にやるべき（やりたい）ことがないから 

４．その他（                                    ） 
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問 30～問 33 は，結婚している方（入籍していないいわゆる事実婚を含む。）にお聞きし

ます。 

問30 結婚の前後で，仕事の状況はどのように変わりましたか。本人と配偶者それぞれ当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

＜本人＞ 

 １．結婚前の仕事を続けた ２．仕事を変えて働き続けた  ３．新たに就職した 

 ４．仕事を辞めた  ５．もともと仕事はしていない ６．その他（        ） 

 

＜配偶者＞ 

 １．結婚前の仕事を続けた ２．仕事を変えて働き続けた  ３．新たに就職した 

 ４．仕事を辞めた  ５．もともと仕事はしていない ６．その他（        ） 

 

問 31 あなたは，出産（配偶者の出産を含む）を機に仕事を辞めた経験がありますか。当

てはまる番号１つに○をつけてください。 
  
１．第１子出産を機に仕事を辞めた   （→ 問 31-2，3へ） 

２．第２子以降の出産を機に仕事を辞めた 

３．出産を機に仕事を辞めていない   

４．出産の時点では仕事をしていなかった      

５．出産をしていない           （→ 問 31-5 へ） 

 

 

問 31-2，問 31-3 は，問 31 で「１」または「２」を選ばれた方にお聞きします。       

問 31-2 仕事を辞めた理由について，当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したかった 

２．職場が育児休業，子の看護休暇などを利用しづらい雰囲気であった      

３．配偶者や家族が退職を望んだ  

４．仕事と家庭生活の両立が困難だった 

５．その他（                             ） 

 

問31-3 仕事を辞めたあと，また働きはじめましたか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 
 

１．働きはじめた    ２．働いてないが，機会があれば働きたい 

３．働いていないし，これからも働くつもりはない 

 

問 31-4 問 31-3 で「１」または「２」を選んだ方にお聞きします。また働きはじめた，

あるいは機会があれば働きたいと思ったきっかけは何でしたか。もっとも大きなき

っかけとなったもの１つに○をつけてください。 
 

１．子どもが大きくなったから   ２．経済的な理由が発生したから 

３．友人・知人に誘われたから   ４．配偶者から勧められたり，頼まれたから 

５．元の職場から誘われたから   ６．求人募集をみてやる気になったから 

７．その他（                                  ） 
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問 31-5 問 31 で「５」を選んだ方にお聞きします。あなたは，出産（配偶者の出産を含

む）を機に仕事を辞めようと思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 
 
 

１．思う   ２．思わない   ３．わからない  

 

 

問 31-6 問 31-5 で「１」を選んだ方にお聞きします。その理由は何ですか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 
 

１．家庭生活（家事や子育てなど）に専念したい 

２．職場が育児休暇制度などを利用しづらい雰囲気なため 

３．配偶者や家族が退職を望みそうなため 

４．仕事と家庭生活の両立が難しそうなため 

５．その他（                                  ） 

 

 

問32 仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和の実現のために，企業等にどんなこと

に取り組んでほしいと思いますか。当てはまる番号３つまでに○をつけてください。 
 

１．長時間労働の抑制 

２．年次有給休暇の取得促進 

３．労働者の実情に配慮した短時間勤務など多様な働き方への対応 

４．パートタイム労働者の均衡処遇の推進 

５．テレワーク（在宅勤務）の普及促進 

６．育児休業制度の充実 

７．子の看護休暇等の定着 

８．学校行事等に参加しやすい時間単位休暇制度などの導入 

９．どのような働き方をしても，公正に処遇される人事制度の確立 

10．その他（                                    ） 

11．特にない 

 

問33 仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和を積極的に推進したり，理解がある企

業等についてどのように思いますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．人材を大切にする企業等は，将来必ず発展すると思う 

２．企業等として信頼できるので，当該企業等のサービスを積極的に利用しようと思う 

３．自分自身や子どもが就職する際に，当該企業等を候補として是非検討したい 

４．企業等として仕事と生活の調和の推進に取り組む責任があるので当然のことだと思う 

５．当該企業等は，競争社会では到底勝ち抜いていけないと思う 

６．その他（                                     ） 
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問34 仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和の実現のため，国や京都市にどのよう

なことを期待しますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 
 

１．企業等への積極的な啓発 

２．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和実現に積極的に取り組む企業等への表彰 

３．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和実現に積極的に取り組む企業等への経済的な支援 

 （税制上の優遇措置等） 

４．仕事と家庭生活，地域活動や社会貢献の調和を推進する社会的気運の醸成 

５．法整備による取組の義務化 

６．その他（                                     ） 

 

 

■最後にお聞きします。 

問35 あなたは，結婚や出産後も京都市に住み続けたいと思いますか。当てはまる番号１

つに○をつけてください。 
  

１．思う            ２．思わない          ３．わからない  

 
  

問36 安心して子どもを産み，子どもを健やかに育てていくための行政の施策や，社会の

制度のあり方について，特に望むことやご意見がありましたら，ご自由にお書きくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しいところ，アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

この調査票は，平成 25 年 11 月 13 日（水）までに， 

同封の返信用封筒に入れて，ポストに投かんしてください。  
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